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むつ

特
集 むつとの遭遇!!

地方創生
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特
集 
地
方
創
生 

来場者にむつ市をＰＲ
球場へ入るお客様にムチュランとつば九郎の
クリアファイルと観光ＰＲ新聞を配ってむつ
市をＰＲ！「青森県むつ市で～す。ヨロシク

お願いします。」入場ゲートに
は、元気な声が響き渡り
ました。

観客の入った球場で貴重な体験
試合開始直前、ムチュランＴシャツを着た子ども
たちがレフト側のグラウンドへ降りて大観衆を前に
キャッチボールを体験。/上
各ポジションにはエスコートキッズ。スタメン選手
から記念のボールをもらいました。子どもたちは、
一生の思い出になったでしょう。/右

３
万
２
千
人
の
観
客
に

む
つ
市
を
Ｐ
Ｒ
！

　

６
月
28
日 （
日
）、
明
治
神
宮
球
場

で
行
わ
れ
た
「
東
京
ヤ
ク
ル
ト
ス
ワ

ロ
ー
ズ 

対 

読
売
ジ
ャ
イ
ア
ン
ツ
戦
」

に
協
賛
し
、
む
つ
市
単
独
で
は
こ
れ

ま
で
最
大
規
模
の
観
光
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
と
な
り
ま
し
た
。

　

訪
れ
た
観
客
の
み
な
さ
ま
に
は
、

球
場
の
入
口
で
陸
奥
湾
産
焼
き
ホ
タ

テ
と
関
乃
井
、
下
北
ワ
イ
ン
を
振
る

舞
い
「
む
つ
の
食
と
の
遭
遇
」。
ホ
タ

テ
と
日
本
酒
や
ワ
イ
ン
の
ハ
ー
モ

ニ
ー
を
味
わ
っ
て
い
た
だ
き
、
行
列

が
で
き
る
大
盛
況
。
ま
た
、
入
場
す

る
お
客
様
に
は
、
む
つ
市
の
子
ど
も

た
ち
40
名
に
よ
り
、
ム
チ
ュ
ラ
ン
と

ヤ
ク
ル
ト
ス
ワ
ロ
ー
ズ
の
マ
ス
コ
ッ

ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
つ
ば
九
郎
の
コ
ラ

ボ
ク
リ
ア
フ
ァ
イ
ル
を
配
り
Ｐ
Ｒ
。

　

試
合
開
始
前
か
ら
、
大
勢
が
詰
め

か
け
た
球
場
内
で
は
グ
ラ
ウ
ン
ド
で

の
子
ど
も
た
ち
の
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル

や
選
手
の
エ
ス
コ
ー
ト
、
宮
下
市
長

に
よ
る
始
球
式
な
ど
が
行
わ
れ
、
そ

の
た
び
に
「
む
つ
市
」が
大
き
く
ア
ナ

ウ
ン
ス
さ
れ
、
球
場
全
体
か
ら
大
き

な
声
援
。

　

今
回
の
「
む
つ
と
の
遭
遇
」は
、
国

の
地
方
創
生
先
行
型
の
交
付
金
を
活

用
し
、
観
光
客
誘
致
や
交
流
人
口
増

　試合開始前のセレモニーでは、山
本留義市議会議長（右から 4 人目）と
葛西 崇青森県東京事務所長（右から 3
人目）から記念品が、ミスおしまこの
小笠原彩さん（右）、久保咲絵さん（右
から 2 人目）から花束の贈呈がありま
した。

加
の
メ
ー
ン
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
な
る
首

都
圏
の
み
な
さ
ま
に
対
し
、
今
ま
で

に
な
い
手
法
で
む
つ
市
を
Ｐ
Ｒ
、
そ

し
て
体
験
し
て
い
た
だ
き
、
む
つ
市

の
魅
力
を
効
果
的
に
発
信
す
る
こ
と

が
で
き
た
と
考
え
て
い
ま
す
。

始球式
始球式に宮下市長登場！　極秘トレーニングを積んだの
か、ジャイアンツの1番バッター長野選手を相手にもちろん
空振り！

石破茂地方創生担当大臣からメッセージ
大型ビジョンを使って、石破大臣から「この夏はむつ市へ」
と呼びかけていただきました。

２０１５．７．２４ ２０１５．７．２４

神宮球場はむつ一色

特集   地方創生 むつとの遭遇 !! 特
集
特
集
特
集

地
方
創
生

む
つ
と
の
遭
遇
!!
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表紙　

スタンドから声援をおく

るミスおしまこの小笠原

彩さん（左）と久保咲絵さ

ん（右）
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むつ市のうまいは日本一！
球場の外では、陸奥湾産焼きホタテや関乃井、下北ワインの
振る舞いなどが行われ、行列ができる大盛況となりました。
また、ムチュランファミリーがトークショーに登場し、じゃん
けん大会で特産品をプレゼントしました。

　

今
年
で
4
年
目
の
開
催
と
な
る
「
む
つ

市
の
う
ま
い
は
日
本
一
！
in
亀
戸
＂
む
つ

と
の
遭
遇
＂ 

が
東
京
都
江
東
区
の
「
亀
戸

香
取
勝
運
商
店
街
」で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

4
回
目
の
開
催
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、

地
元
江
東
区
の
み
な
さ
ん
や
む
つ
市
出
身

の
方
に
は
す
っ
か
り
お
馴
染
み
と
な
っ
た

こ
の
イ
ベ
ン
ト
で
す
が
、
毎
年
パ
ワ
ー

ア
ッ
プ
を
は
か
り
、
今
年
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
み
ん

な
の
う
た
に
も
楽
曲
が
選
ば
れ
る
な
ど
大

活
躍
の
Ｓ
ｉ
ｎ
ｏ
ｎ
さ
ん
も
登
場
し
、
盛

り
上
げ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
む
つ
市
出
身
者
の
ソ
ウ
ル
フ
ー

ド「
ア
ン
バ
タ
」や「
フ
ラ
イ
ボ
ー
ル
」の
販

売
な
ど
が
行
わ
れ
、
な
か
な
か
帰
省
で
き

な
い
方
々
は
思
い
出
の
味
に
慕
っ
て
い
ま

し
た
。

　

フ
ィ
ナ
ー
レ
は
や
は
り
田
名
部
ま
つ

り
、
小
川
町
義
勇
組
の
み
な
さ
ん
に
よ
る

祭
り
囃
子
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
輪
に

な
っ
て
お
し
ま
こ
を
踊
り
、
ヤ
マ
ヤ
レ
で

来
年
の
再
開
を
誓
い
ま
し
た
。

　

市
で
は
、「
む
つ
と
の
遭
遇
」を
総
合

戦
略
の
目
玉
事
業
の
一
つ
と
位
置
づ
け

て
い
ま
す
。

　

む
つ
市
の
人
口
は
、
転
出
が
転
入
を

上
回
る
状
態
が
続
い
て
お
り
、
一
方
で
、

東
京
都
在
住
者
の
約
４
割
が「
移
住
す
る

予
定
」「
今
後
検
討
し
た
い
」と
い
う
調

査
結
果
も
あ
り
ま
す
。

　

転
出
の
超
過
が
長
期
間
に
わ
た
っ
て

続
い
て
い
る
む
つ
市
に
と
っ
て
は
、
こ

う
し
た
潜
在
的
な
移
住
希
望
者
を
呼
び

込
み
、
移
住
・
定
住
に
結
び
付
け
る
取

組
が
重
要
で
、
恐
山
を
は
じ
め
と
し
た

多
く
の
地
域
の
資
源
を
活
用
し
、
積
極

的
な
観
光
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
等
を
行
い
、

「
む
つ
と
遭
遇
」し
て
も
ら
う
こ
と
に
よ

り
、
む
つ
市
へ
の
新
し
い
「
ひ
と
」の
流

れ
を
つ
く
り
、
観
光
客
の
誘
致
や
交
流

人
口
の
増
加
を
図
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

そ
し
て
実
際
に
む
つ
市
で
豊
か
な
「
自

然
」や「
食
」、「
歴
史
・
文
化
」を
体
感
し

て
も
ら
い
、
移
住
・
定
住
へ
と
つ
な
げ

る
取
組
を
推
進
し
て
い
く
も
の
で
す
。

　

今
回
、
神
宮
球
場
で
行
わ
れ
た
「
む

つ
と
の
遭
遇
」は
、
た
っ
た
数
時
間
の

間
に
約
３
万
２
０
０
０
名
の
方
々
に

「
む
つ
と
遭
遇
」「
む
つ
の
食
と
遭
遇
」

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
４
割
の
方
が

移
住
に
興
味
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
約

１
万
２
８
０
０
名
の
移
住
に
興
味
が
あ

る
方
に
「
む
つ
市
」を
知
っ
て
い
た
だ
い

た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
江
東
区

亀
戸
で
行
わ
れ
た
「
む
つ
と
の
遭
遇
」に

も
大
勢
の
方
々
に
お
い
で
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
将
来
の
移
住
・
定
住
を
目

指
す
取
組
も
地
方
創
生
の
ひ
と
つ
で
す
。

　

む
つ
市
の
地
方
創
生
に
つ
い
て
は
、

こ
の
後
も
「
広
報
む
つ
」で
取
り
上
げ
て

い
き
ま
す
。

２０１５．７．２４

スタンド・グラウンド
からＰＲ
スタンドでは、攻守交代
時に子どもたちが「むつ市
のうまいは日本一」や「下
北ジオパーク認定」などの
パネルを使って一生懸命
にＰＲしました。また、ミ
スおしまこの２人はグラウ
ンドでもＰＲしました！

特集   地方創生 むつとの遭遇 !! 特集   地方創生 むつとの遭遇 !!

神
宮
球
場
に
負
け
ず
熱
い

上／亀戸のみなさんと一緒に輪になっておしまこ踊り。
下／スタートは関乃井の鏡開きから、その後、みなさんに振る舞い

む
つ
と
の
遭
遇
in

亀戸

地
方
創
生
の
ひ
と
つ﹁
む
つ
と
の
遭
遇
﹂
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元気に活動する町内会
を紹介していきます。
特色ある活動、市民の
みなさんに、ぜひ知っ
てもらいたい活動など
情報をお寄せください。

問   市民連携課  
( 22-1111内線 2153問 政策推進課広報室

( 22-1111内線 1115

第五回

むつヨットクラブ
with

大湊高校ヨット部

町内会 特集議会図書館 information サークル健康職員募集国際交流陸奥覧

　

緑
个
丘
町
内
会
は
︑
下
北
文
化

会
館
の
あ
る
金
谷
一
丁
目
の
北
側

に
位
置
す
る
新
興
住
宅
地
に
あ
り

ま
す
。
こ
こ
は
昭
和
62
年
に
組
織

さ
れ
た
比
較
的
新
し
い
町
内
会
で
︑

約
２
７
０
世
帯
が
会
員
と
な
っ
て

い
ま
す
。
平
成
14
年
に
町
内
会
名

義
で
不
動
産
登
記
が
で
き
る
認
可

地
縁
団
体
と
な
り
︑
平
成
23
年
12

月
に
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
拠
点

と
し
て
﹁
緑
个
丘
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
あ
じ
さ
い
館
﹂を
建
設
す
る
な

ど
︑活
動
的
な
町
内
会
で
す
。
ま
た
︑

こ
の
町
内
会
の
特
徴
と
も
言
え
る

の
が
町
内
会
の
加
入
率
の
高
さ
で
︑

90
％
を
超
え
て
い
ま
す
。
住
民
の

繋
が
り
を
大
切
に
し
て
い
る
緑
个
丘

町
内
会
の
活
動
に
つ
い
て
︑
布
施
会

長
を
は
じ
め
４
名
の
方
々
か
ら
伺

い
ま
し
た
。

　

ま
ず
︑
町
内
会
の
行
事
と
し
て
︑

年
3
回
の
一
斉
清
掃

や
子
ど
も
ね
ぶ
た
運

行
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
中
で
も
︑
毎
年
︑

子
ど
も
ね
ぶ
た
運
行

の
次
の
日
に
鉢
森
神

社
境
内
で
行
わ
れ
る

夕
涼
み
会
は
︑
町
内

最
大
の
イ
ベ
ン
ト
で
︑

参
加
者
は
４
０
０
人

に
も
な
り
町
内
全
体

が
と
て
も
盛
り
上
が

り
ま
す
。
夕
涼
み
会

で
は
ビ
ン
ゴ
大
会
や

カ
ラ
オ
ケ
大
会
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

催
し
物
が
あ
り
︑
子
ど
も
か
ら
お

年
寄
り
ま
で
全
て
の
方
が
楽
し
め

る
よ
う
に
工
夫
し
て
い
ま
す
。
催
し

物
の
準
備
は
そ
の
年
の
班
長
を
中

心
と
し
て
み
な
さ
ん
が
一
体
と
な
っ

て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

ま
た
︑
緑
个
丘
で
印
象
的
な
も

の
が
︑
町
内
の
あ
ち
こ
ち
に
植
え

ら
れ
て
い
る
あ
じ
さ
い
。
お
話
を
伺

い
に
行
っ
た
﹁
あ
じ
さ
い
館
﹂の
前
に

も
あ
じ
さ
い

が
植
え
ら
れ

て
い
ま
し
た
。

こ
の
あ
じ
さ

い
の
植
樹
は

6
年
前
に
始

ま
り
︑
主
に

﹁
あ
じ
さ
い

ク
ラ
ブ
﹂と
い

う
老
人
ク
ラ

ブ
が
行
な
っ

て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も

あ
じ
さ
い
の

植
樹
は
続
き
ま
す
の
で
︑
あ
じ
さ
い

の
季
節
で
あ
る
7
月
頃
に
足
を
運

ん
で
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　
﹁
あ
じ
さ
い
館
﹂に
は
︑
む
つ
市
老

人
ク
ラ
ブ
連
合
会
が
主
催
す
る
ペ

タ
ン
ク
大
会
や
輪
投
げ
大
会
の
ト

ロ
フ
ィ
ー
が
４
つ
も
飾
ら
れ
て
い
て
︑

活
発
な
活
動
を
し
て
い
る
様
子
が

伺
え
ま
し
た
。
そ
の
他
に
も
︑
今

年
は
防
災
に
つ
い
て
の
意
識
付
け
を

す
る
た
め
に
自
主
防
災
組
織
の
結

成
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
る
な
ど
︑

緑
个
丘
町
内
会
は
﹁
元
気
も
り
も

り
﹂と
活
動
し
て
い
ま
す
。

⑧ 

緑
ヶ
丘
町
内
会

７月５日、清掃活動に参加したみなさん

む
つ
市
で
活
躍
す
る
団
体
・
サ
ー
ク
ル
を
ご
紹
介

元
気
も
り
も
り

町
内
会

団体・サークル募集
　このページで紹介させて
いただける団体・サークル
を募集しています。詳しく
はお問い合わせください。

２０１５．７．２４ ２０１５．７．２４

町内会のみなさん

　

連
載
5
回
目
の
今
回
は
︑﹁
む
つ
ヨ
ッ

ト
ク
ラ
ブ
﹂と
﹁
大
湊
高
校
ヨ
ッ
ト
部
﹂

の
み
な
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
。

　

む
つ
ヨ
ッ
ト
ク
ラ
ブ
は
︑
昨
年
創
設

50
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
現
在
は
40

名
ほ
ど
で
活
動
し
︑
そ
の
メ
ン
バ
ー
は
︑

大
湊
高
校
ヨ
ッ
ト
部
Ｏ
Ｂ
の
み
な
さ
ん

が
中
心
で
︑
元
顧
問
の
先
生
も
入
っ
て

い
ま
す
。

　

宇
田
町
の
海
岸
に
面
し
た
場
所
に

あ
る
２
階
建
て
の
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
は
︑

７
年
ほ
ど
前
に
メ
ン
バ
ー
の
寄
附
な
ど

に
よ
り
新
築
さ
れ
た
も
の
で
︑
大
湊

高
校
ヨ
ッ
ト
部
の
艇
庫
と
し
て
も
使
わ

れ
て
い
ま
す
。
高
校
生
の
練
習
の
時
な

ど
は
︑
近
く
の
メ
ン
バ
ー
の
み
な
さ
ん

が
集
ま
っ
て
見
守
っ
て
い
ま
す
。

　

大
湊
高
校
ヨ
ッ
ト
部
は
︑
現
在
部

員
40
名
の
大
所
帯
と
な
っ
て
い
ま
す
。

今
年
も
東
北
大
会
を
勝
ち
抜
き
︑
８

月
に
和
歌
山
県
で
行
わ
れ
る
イ
ン
タ
ー

ハ
イ
に
Ｆ
Ｊ
級
で
男
女
出
場
︑
４
２
０

級
で
も
男
子
が
出
場
を
決
め
ま
し
た
。

　

今
は
︑
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
で
の
入
賞
を
目
指

し
て
︑
最
後
の
追
い
込
み
の
時
期
と
な
っ
て

い
ま
す
。
休
み
の
日
に
は
︑
午
前
９
時
か
ら

午
後
５
時
ま
で
練
習
に
励
み
ま
す
。
い
ず

れ
の
種
目
も
２
人
乗
り
種
目
で
︑
選
手
の

み
な
さ
ん
は
﹁
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
が
大
切
な
の

で
︑ヨ
ッ
ト
に
乗
っ
て
い
る
時
間
だ
け
で
な
く
︑

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
が
大
事
﹂と
話
し
ま
す
。
イ
ン

タ
ー
ハ
イ
で
の
活
躍
を
期
待
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
︑
取
材
当
日
は
︑
日
頃
お
世

話
に
な
っ
て
い
る
地
域
の
み
な
さ
ん
や

施
設
へ
の
感
謝
を
こ
め
て
︑
ヨ
ッ
ト
ク

ラ
ブ
の
み
な
さ
ん
と
一
緒
に
地
域
の
清

掃
活
動
や
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
内
の
清
掃

を
行
い
ま
し
た
。

　

む
つ
ヨ
ッ
ト
ク
ラ
ブ
︑
大
湊
高
校

ヨ
ッ
ト
部
で
は
︑
海
に
惹
か
れ
る
方
︑

自
分
の
可
能
性
を
広
げ
た
い
方
︑
経

験
を
生
か
し
て
一
緒
に
活
動
で
き
る

方
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

大
湊
の
海
は
世
界
の
海
に
つ
な
が
っ

て
い
ま
す
。
ヨ
ッ
ト
で
新
し
い
世
界
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
し
ょ
う
。

　

問  

む
つ
ヨ
ッ
ト
ク
ラ
ブ
事
務
局

(
29

−

２
３
５
７

上／クラブハウス
下／むつヨットクラブのみなさん
※ＦＪ級、420級はヨットの種目



( 8 )( 9 )

施
設
を
管
理
す
る
団
体
を
公
募

　

市
で
は
、
平
成

28
年
度
か
ら
次
の

施
設
を
管
理
す
る

「
指
定
管
理
者
」

を
公
募
し
ま
す
。

指
定
管
理
者
を

希
望
す
る
法
人
そ

の
他
の
団
体
（
法

人
格
の
有
無
は
問

い
ま
せ
ん
。）は
、
次
の
日
程
で
説
明
会
を

開
催
し
ま
す
の
で
、
必
ず
ご
出
席
く
だ
さ

い
。
な
お
、
こ
の
説
明
会
を
欠
席
さ
れ
た

場
合
に
は
、
応
募
資
格
が
あ
り
ま
せ
ん
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

指
定
管
理
者
は
応
募
者
の
中
か
ら
候
補

者
を
選
定
し
、
む
つ
市
議
会
の
議
決
を
経

て
指
定
さ
れ
ま
す
。

〈
公
募
す
る
施
設
〉

宮
後
・
名
子
・
永
下
・
金
谷
沢
牧
野
、
宮

後
ふ
れ
あ
い
牧
場

〈
い
つ
〉８
月
５
日（
水
）午
前
10
時
～

〈
ど
こ
で
〉市
役
所
本
庁
舎
第
４
会
議
室

問 

農
林
畜
産
振
興
課
畜
産
鳥
獣
担
当

(
22

−

１
１
１
１
内
線
２
６
２
１

 

創
業
・
起
業
を
支
援

●「
む
つ
市
創
業
相
談
ル
ー
ム
」

　

創
業
支
援
事
業
の
一
環
と
し
て
、
市
で

は
県
と
協
働
で
創
業
を
希
望
す
る
方
を
対

象
と
し
た
無
料
の
相
談
ル
ー
ム
を
開
設
し

て
い
ま
す
。
創
業
・
起
業
を
検
討
さ
れ
て

い
る
方
は
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

〈
い
つ
〉毎
月
第
２
・
第
４
木
曜
日

　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
5
時

〈
ど
こ
で
〉む
つ
来
さ
ま
い
館

〈
相
談
者
〉創
業
支
援
の
専
門
家

（
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
）
鎌
田 

直
人 

氏

●
市
長
へ
の
創
業
直
前
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

　

市
で
は
、
創
業
を
希
望
さ
れ
る
方
が
み

ち
の
く
銀
行
か
ら
創
業
融
資
を
利
用
し
て

創
業
す
る
際
、
市
長
へ
創
業
直
前
に
プ
レ

ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施
す
る
機
会
を
用

意
し
て
い
ま
す
。
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

時
に
は
、
新
聞
記
者
や
テ
レ
ビ
局
関
係
者

な
ど
に
も
ご
案
内
し
、
創
業
者
の
事
業
内

む
つ
市
議
会
議
員
一
般
選
挙
の
お
知
ら
せ

　

10
月
15
日
任
期
満
了
に
伴
う
む
つ
市
議

会
議
員
一
般
選
挙
は
、
次
の
と
お
り
行
わ

れ
ま
す
。

◆
告
示
日　

９
月
27
日（
日
）

◆
投
票
日　

10
月
４
日（
日
）

◆
定　

数　

26
人

◆
立
候
補
予
定
者
説
明
会

　
〈
い
つ
〉８
月
11
日（
火
）午
後
２
時
～

　
〈
ど
こ
で
〉

　
　

市
役
所
本
庁
舎
大
会
議
室
Ｂ

問 

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

(
22

−

１
１
１
１
内
線
３
３
１
２

む
つ
市
国
土
強
靭
化
地
域
計
画（
案
）

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
募
集

　

市
で
は
、「
強
く
し
な
や
か
な
国
民
生

活
の
実
現
を
図
る
た
め
の
防
災
・
減
災
等

に
資
す
る
国
土
強
靭
化
基
本
法
」に
基
づ
く

「
む
つ
市
国
土
強
靭
化
地
域
計
画
（
案
）」

を
策
定
す
る
に
あ
た
り
、
概
要
版
に
対
す

る
市
民
の
み
な
さ
ま
の
ご
意
見
を
伺
い
、

参
考
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

〈
意
見
募
集
期
間
〉

　

7
月
27
日（
月
）
～
8
月
26
日（
水
）

〈
閲
覧
場
所
〉

　

企
画
調
整
課
、
各
庁
舎
管
理
課
、
図

書
館
、
中
央
公
民
館
、
む
つ
来
さ
ま
い
館

※
概
要
版
は
閲
覧
の
ほ
か
、
希
望
さ
れ
る
方
に

は
配
布
ま
た
は
郵
送
し
ま
す
。
ま
た
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で

き
ま
す
。

〈
意
見
を
提
出
で
き
る
方
〉

　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方
や
市
内

に
事
業
所
の
あ
る
団
体

〈
提
出
方
法
〉

　

指
定
の
様
式
に
よ
り
、
市
企
画
調
整
課

へ
電
子
メ
ー
ル
、Ｆ
Ａ
Ｘ
、郵
送
さ
れ
る
か
、

ま
た
は
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

問 

企
画
調
整
課

〒
０
３
５

−

８
６
８
６
む
つ
市
中
央
１

−

８

−

１

(
22

−

１
１
１
１
内
線
２
３
３
２

F
23

−

４
１
０
８

Ｅm
t-kikaku@

city.m
utsu.lg.jp

　　問合先・申込先　　ファックス　　ホームページ　　ＥメールＥH問 F

れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
引
き
続
き
、
現
行
の

表
彰
形
態
を
続
け
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問 

介
護
福
祉
課
介
護
福
祉
担
当

(
22

−

１
１
１
１
内
線
２
５
６
２

国
民
健
康
保
険
の
お
知
ら
せ

●
国
民
健
康
保
険
に
加
入
さ
れ
て
い
る

70
歳
～
74
歳
の
方
へ

　

国
民
健
康
保
険 （
国
保
）の
高
齢
受
給

者
証（
白
い
カ
ー
ド
）が
８
月
１
日
で
更
新

と
な
り
、
新
し
い
高
齢
受
給
者
証
を
７
月

下
旬
に
簡
易
書
留
で
郵
送
し
ま
す
。
こ
れ

ま
で
使
用
し
て
い
た
高
齢
受
給
者
証
は
８

月
１
日
以
降
に
ハ
サ
ミ
を
入
れ
る
な
ど
し

て
処
分
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
８
月
１
日
以
降
に
な
っ
て
も
高

齢
受
給
者
証
が
届
い
て
い
な
い
方
は
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

●
国
保
の
保
険
証
を
９
月
に
簡
易
書
留

で
郵
送
し
ま
す
︒

　

今
お
持
ち
の
保
険
証
の
有
効
期
限
は
9

月
30
日
ま
で
で
す
。
10
月
か
ら
の
保
険
証

は
9
月
下
旬
に
保
険
証
に
掲
載
さ
れ
て
い

る
住
所
に
簡
易
書
留
で
郵
送
し
ま
す
。
9

月
下
旬
に
自
宅
に
誰
も
い
な
い
等
、
保
険

証
を
郵
送
し
て
も
受
け
取
る
こ
と
が
で
き

な
い
方
は
、
希
望
に
よ
り
住
所
地
以
外
に

も
郵
送
で
き
ま
す
の
で
、
お
早
め
に
お
知

ら
せ
く
だ
さ
い
。

●
学
生
用
の
保
険
証
を
お
持
ち
の
方
へ

　

住
民
票
は
む
つ
市
以
外
に
移
し
て
い
る

が
、
む
つ
市
の
学
生
用
の
保
険
証（
マ
ル
学

の
保
険
証
）を
お
使
い
の
方
は
、
年
に
一
度

申
請
が
必
要
で
す
。

　

４
月
以
降
に
申
請
を
済
ま
せ
て
い
る
方

に
は
、
10
月
か
ら
の
保
険
証
を
9
月
下
旬

に
ご
家
族
の
も
の
と
一
緒
に
世
帯
主
宛
に

郵
送
し
ま
す
。
ま
だ
申
請
を
済
ま
せ
て
い

な
い
方
は
、
国
保
担
当
窓
口
で
申
請
を
し

て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
マ
ル
学
の
保
険
証
を
お
使
い
の

方
が
卒
業
等
で
学
生
で
な
く
な
っ
た
場
合

も
届
出
が
必
要
で
す
。
届
出
を
し
な
い
と
、

国
保
の
資
格
を
持
っ
た
ま
ま
と
な
り
、
二

重
に
税
金
が
か
か
っ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ

り
ま
す
の
で
、
忘
れ
ず
に
届
出
し
て
く
だ

さ
い
。

問 

国
保
年
金
課
国
保
担
当

(
22

−

１
１
１
１
内
線
２
４
３
２

　

  

各
庁
舎
市
民
福
祉
課

ク
マ
に
よ
る
被
害
に
注
意
！

　

今
年
も
ク
マ
の
目
撃
が
各
地
で
相
次
い

で
い
ま
す
。
被

害
に
遭
わ
な
い

た
め
に
、
次
の

こ
と
を
守
り
十

分
注
意
し
ま

し
ょ
う
。

《
ク
マ
に
出
会
わ
な
い
た
め
に
》

①
入
山
す
る
際
に
は
ク
マ
出
没
情
報
を

チ
ェ
ッ
ク
し
、
単
独
で
入
山
し
な
い
。

容
な
ど
を
ご
紹
介
で
き
る
機
会
と
な
り
ま

す
。
ま
た
、「
広
報
む
つ
」で
も
事
業
内
容

等
を
ご
紹
介
し
ま
す
の
で
、
創
業
を
希
望

さ
れ
る
方
は
ぜ
ひ
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

問 

商
工
観
光
課
商
工
労
政
担
当

(
22

−

１
１
１
１
内
線
２
６
４
３

税
務
課
か
ら
お
知
ら
せ

①
第
３
期
納
期
限
は
８
月
31
日（
月
）

　

市
県
民
税
・
固
定
資
産
税
・
国
民
健

康
保
険
税
・
介
護
保
険
料
の
第
３
期
納

期
限
は
８
月
31
日（
月
）で
す
。

問 

税
務
課
納
税
管
理
担
当

(
22

−

１
１
１
１
内
線
２
２
５
３

②
市
税
納
付
夜
間
・
休
日
収
納
窓
口

●
夜
間
窓
口

〈
い
つ
〉

　

８
月
25
日（
火
） ～
28
日（
金
）・
31
日（
月
）

　

午
後
５
時
15
分
～
７
時
30
分

●
休
日
窓
口

〈
い
つ
〉8
月
29
日（
土
）・
30
日（
日
）

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

〈
開
設
場
所
〉い
ず
れ
も
税
務
課

問 

税
務
課
収
納
担
当

(
22

−

１
１
１
１
内
線
２
２
３
２

③
市
税
を
滞
納
す
る
と
・
・
・

◆
延
滞
金
が
か
か
り
ま
す

　

納
期
限
の
翌
日
か
ら
納
付
さ
れ
る
ま
で

の
日
数
に
応
じ
、
延
滞
金
を
本
税
に
あ
わ

せ
て
納
付
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

◆
督
促
状
が
送
付
さ
れ
ま
す

　

督
促
状
を
発
し
た
日
か
ら
10
日
を
経
過

し
た
日
ま
で
に
完
納
さ
れ
な
い
場
合
は
、

滞
納
処
分
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

◆
滞
納
処
分
と
は
？

　

滞
納
処
分
と
は
、
期
限
内
に
納
付
し

た
方
と
期
限
を
過
ぎ
て
も
納
付
し
な
い
方

と
の
負
担
の
公
平
を
図
る
た
め
、
納
税
者

が
自
主
的
に
納
付
し
な
い
場
合
に
こ
れ
を

強
制
的
に
徴
収
す
る
た
め
の
手
続
き
を
い

い
、
財
産
の
差
押
や
差
押
財
産
の
公
売
が

行
わ
れ
ま
す
。

問 

税
務
課
収
納
担
当

(
22

−
１
１
１
１
内
線
２
２
３
２

「
市
民
の
声
」を
公
表
し
ま
す

　

市
民
の
み
な
さ
ま
か
ら
、
手
紙
や
メ
ー

ル
等
で
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
ご
意
見
・
ご

要
望
・
ご
提
言
に
対
し
て
回
答
し
た
案
件

に
つ
い
て
、
公
表
基
準
に
基
づ
い
て
公
表

し
ま
す
。

〈
ご
意
見
〉

　

市
内
の
最
高
年
齢
者
と
在
宅
看
護
の
最

高
年
齢
者
に
対
し
て
１
０
０
歳
と
は
別
に

表
彰
し
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
？

　

ス
タ
ッ
フ
の
方
も
介
護
す
る
方
も
目
標

が
で
き
て
い
い
と
思
い
ま
す
。

〈
回
答
〉

　

市
で
は
、
１
０
０
歳
の
到
達
者
に
対
し

誕
生
日
に
合
わ
せ
、
市
長
が
居
所
へ
訪
問

し
、
直
接
、
顕
彰
状
と
祝
金
を
贈
呈
し
、

長
寿
を
祝
福
す
る
と
と
も
に
、
こ
れ
ま
で

の
ご
労
苦
に
対
し
て
の
感
謝
と
慰
労
を
行

な
い
、
本
人
や
介
護
者
か
ら
は
大
変
喜
ば

総人口 60,947 人 （± 0 人）
むつ地区 47,492 人 （＋16人）
川内地区 4,296 人 （－1人）
大畑地区 7,411人 （－1人）
脇野沢地区 1,748 人 （－14人）
総世帯数 29,310 世帯 （＋ 7 世帯）

（　 ）内は前月比

市 役 所
か ら の
お 知らせ

iinformation

 7 月1日現在 人口・世帯数

※住民基本台帳による

市からのお知らせをお伝えします。
催し物などは、イベント情報に掲載しています。

２０１５．７．２４ ２０１５．７．２４

▶市役所本庁舎

  (0175-22-1111

▶川内庁舎

  (0175-42-2111

▶大畑庁舎

  (0175-34-2111

▶脇野沢庁舎

  (0175-44-2111

▶お問合せメール

　Ｅ info@city.mutsu.lg.jp
▶市ホームページ

　H  http://www.city.mutsu.lg.jp

▶市公式フェイスブック
　　https://www.facebook.com/mutsu.city

町内会 特集議会図書館 information サークル健康職員募集国際交流陸奥覧



( 1 0 )( 1 1 )

〈
開
放
日
時
〉

　

日
曜
日
を
除
く
、
午
後
７
時
～
９
時

（
学
校
に
よ
り
開
放
し
て
い
な
い
曜
日
も
あ
り
ま
す
。）

〈
対
象
学
校
〉

第
一
田
名
部
小
学
校
、
第
二
田
名
部
小
学

校
、
苫
生
小
学
校
、
第
三
田
名
部
小
学
校
、

関
根
小
学
校
、
大
平
小
学
校
、
大
湊
小
学

校
、
奥
内
小
学
校
、
二
枚
橋
小
学
校
、
む

つ
中
学
校
、
大
平
中
学
校
、
大
湊
中
学
校
、

近
川
中
学
校

〈
申
込
方
法
〉

　

市
民
ス
ポ
ー
ツ
課
で
配
布
す
る
申
請
書

な
ど
に
必
要
事
項
を
記
入
し
て
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

〈
申
込
締
切
日
〉９
月
４
日（
金
）

※
詳
細
は
、
お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ
く
か
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問 

市
民
ス
ポ
ー
ツ
課

(
22

−

１
１
１
１
内
線
２
４
７
３

２
週
連
続
！　

夜
の
自
然
観
察
会

①
夏
の
星
座
や
土
星
を
天
体
望
遠
鏡
で
観
察

し
よ
う

〈
い
つ
〉８
月
21
日（
金
）

午
後
７
時 

～
９
時
予
定

※ 
雨
天
の
場
合
は
中
止
し
ま
す
。

〈
ど
こ
で
〉ウ
ェ
ル
ネ
ス
パ
ー
ク 

他

〈
講
師
〉森
脇 

敏
彦 
氏

②
大
き
な
音
が
鳴
る
鈴
や
笛
で
自
分
の
存
在

を
知
ら
せ
る
。

③
食
べ
残
し
や
食
べ
物
の
容
器
等
を
必
ず
持

ち
帰
る
。

④
ク
マ
は
基
本
的
に
夜
行
性
の
動
物
な
の
で
、

危
険
な
早
朝
や
夕
方
の
入
山
は
し
な
い
。

《
ク
マ
に
出
会
っ
て
し
ま
っ
た
ら
》

①
ク
マ
に
背
を
向
け
ず
、
後
ず
さ
り
し
な
が

ら
静
か
に
立
ち
去
る
。

②
大
声
を
あ
げ
た
り
、
攻
撃
し
た
り
し
て
ク

マ
を
興
奮
さ
せ
な
い
。

③
ク
マ
が
向
か
っ
て
き
た
ら
、
荷
物
や
服
を

自
分
と
ク
マ
の
間
に
捨
て
、
関
心
が
移
っ

た
す
き
に
逃
げ
る
。

④
子
グ
マ
の
近
く
に
は
親
グ
マ
が
隠
れ
て
い

る
可
能
性
が
あ
る
。
見
つ
け
て
も
近
づ
か

ず
、す
み
や
か
に
そ
の
場
か
ら
立
ち
去
る
。

※
ク
マ
は
嗅
覚
が
優
れ
て
い
ま
す
。
家
の
ま

わ
り
に
生
ご
み
を
置
い
た
り
、
ジ
ュ
ー
ス

等
の
空
き
缶
を
捨
て
た
り
し
な
い
よ
う
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。
市
街
地
で
も
臭
い
を

嗅
ぎ
付
け
、
エ
サ
場
と
認
識
し
居
座
る
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。

問 

農
林
畜
産
振
興
課
畜
産
鳥
獣
対
策
担
当

(
22

−

１
１
１
１
内
線
２
６
２
４

　

 

各
庁
舎
産
業
建
設
課

幌
延
深
地
層
研
究
セ
ン
タ
ー

見
学
会
参
加
団
体
の
募
集

　

市
民
の
み
な
さ
ま
に
原
子
燃
料
サ
イ
ク

ル
事
業
に
つ
い
て
、
よ
り
詳
し
く
知
っ
て
い

た
だ
く
た
め
、
北
海
道
幌
延
町
に
あ
る
幌

延
深
地
層
研
究
セ
ン
タ
ー
の
見
学
を
希
望

す
る
団
体
を
募
集
し
ま
す
。

〈
い
つ
〉10
月
7
日（
水
）
～
９
日（
金
）

〈
ど
ん
な
〉

　

専
門
の
講
師
に
よ
る
原
子
燃
料
サ
イ
ク

ル
事
業
の
概
要
に
関
す
る
事
前
勉
強
会
、

幌
延
深
地
層
研
究
セ
ン
タ
ー
ほ
か
関
連
施

設
見
学

〈
対
象
〉

　

市
内
の
１
団
体
15
名
程
度
で
、
こ
れ
ま

で
幌
延
深
地
層
研
究
セ
ン
タ
ー
見
学
会
へ

参
加
し
た
こ
と
の
な
い
方

〈
参
加
費
〉無
料

〈
申
込
方
法
〉

　

申
込
書
は
企
画
調
整
課
お
よ
び
各
庁
舎

管
理
課
に
あ
り
ま
す
。
郵
送
や
Ｆ
Ａ
Ｘ
で

の
書
類
お
取
り
寄
せ
や
お
申
し
込
み
も
で

き
ま
す
。

〈
申
込
締
切
〉８
月
14
日（
金
）

問 
企
画
調
整
課
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
担
当

(
22

−

１
１
１
１
内
線
２
３
３
３

学
校
体
育
施
設
開
放
事
業
の
お
知
ら
せ

　

平
成
27
年
度
後
期
利
用
者
の
募
集
を
次

の
と
お
り
行
い

ま
す
の
で
、
ご

希
望
の
方
は
期

限
ま
で
に
お
申

し
込
み
く
だ
さ

い
。

〈
利
用
期
間
〉

　

10
月
１
日
～
平
成
28
年
３
月
31
日

い
ず
れ
も
金
曜
日
・
午
後
１
時
30
分
～
２

時
30
分

〈
ど
こ
で
〉中
央
公
民
館 

和
室

〈
ど
ん
な
〉

　

ゆ
っ
く
り
と
し
た
動
作
と
呼
吸
法
を
取

り
入
れ
た
疲
れ
に
く
い
身
体
づ
く
り

〈
講
師
〉ウ
ェ
ル
ネ
ス
パ
ー
ク

〈
教
材
費
・
定
員
〉無
料
・
20
名

●
文
化
財
を
巡
っ
て
学
ぶ

〈
い
つ
〉９
月
11
日
、
18
日
、
25
日

い
ず
れ
も
金
曜
日
・
午
後
１
時
30
分
～
３

時
30
分

〈
ど
こ
で
〉市
内

〈
ど
ん
な
〉文
化
財
を
巡
り
学
ぶ

〈
講
師
〉む
つ
市
教
育
委
員
会
学
芸
員

〈
教
材
費
・
定
員
〉無
料
・
20
名

問 

中
央
公
民
館 

(
24

−

１
２
２
４

レ
ッ
ツ
国
際
交
流

エ
イ
ミ
ー
と
気
軽
に
ト
ー
キ
ン
グ

〈
い
つ
・
ど
こ
で
〉

●
８
月
５
日 （
水
）

　
　

・
市
役
所
本
庁
舎（
第
３
会
議
室
）

●
８
月
17
日 （
月
）・
中
央
公
民
館

●
８
月
25
日 （
火
）・
図
書
館

※
時
間
は
い
ず
れ
も
午
前
10
時
か
ら
11
時
30
分
ま
で

問 

企
画
調
整
課
国
際
交
流
担
当

(
22

−

１
１
１
１
内
線
２
３
１
２

む
つ
市
詩
歌
コ
ン
ク
ー
ル
作
品
募
集

～
詩
・
短
歌
・
俳
句
・
川
柳
の
４
部
門
～

　

図
書
館
で
は
、
市
民
の
み
な
さ
ま
に
図

書
館
を
も
っ
と
身
近
に
感
じ
て
い
た
だ
き
、

さ
ら
に
読
書
と
創
作
に
対
す
る
関
心
を
高

め
て
い
た
だ
く
た
め
に
「
む
つ
市
詩
歌
コ
ン

ク
ー
ル
」の
作
品
募
集
を
し
ま
す
。

〈
応
募
規
定
〉

　

作
品
は
未
発
表
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
作
品
で
、

各
部
門
と
も
小
学
生
・
中
学
生
・
高
校
生
・

一
般
ご
と
に
募
集
し
ま
す
。

〈
応
募
用
紙
な
ど
配
布
場
所
〉

　

図
書
館
、
市
役
所
本
庁
舎
お
よ
び
各
庁

舎
、
各
公
民
館
に
あ
り
ま
す
。

〈
応
募
期
間
〉

　

８
月
１
日（
土
）
～
９
月
10
日（
木
）

※
詳
細
は
、
お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ
く
か
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問 

図
書
館 

(
28

−

３
５
０
０

お
詫
び
と
訂
正

　

7
月
号
（
６
月
25
日
発
行
）折
込
の「
平

成
27
年
度
版 

高
齢
者
福
祉
・
介
護
保
険

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」内
の
次
の
箇
所
を
訂
正
し

ま
す
。

　

32
ペ
ー
ジ
、
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
等
事

業
所
一
覧　

居
宅
介
護
支
援
事
業
所「
夢
・

プ
ラ
ザ
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
」の
電
話
番
号

　
（
誤
）
(
34

−

２
５
１
６

　
（
正
）
(
34

−

６
２
５
１

問 

介
護
福
祉
課
介
護
福
祉
担
当

(
22

−

１
１
１
１
内
線
２
５
６
３

　　問合先・申込先　　ファックス　　ホームページ　　ＥメールＥH問 F

②
夜
の
海
で
発
光
生
物
を
観
察
し
よ
う

〈
い
つ
〉８
月
28
日（
金
）

午
後
７
時 

～
８
時
30
分
予
定

※
市
役
所
本
庁
舎
よ
り
バ
ス
の
送
迎
を
予
定

し
て
い
ま
す
の
で
、
利
用
さ
れ
る
方
は
、
お

申
込
み
の
際
に
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

〈
ど
こ
で
〉か
わ
う
ち
ま
り
ん
び
ー
ち 

他

〈
講
師
〉海
と
森
ふ
れ
あ
い
体
験
館

　

館
長 

五
十
嵐 

健
志 

氏

○
共
通
事
項

〈
対
象
〉ど
な
た
で
も
参
加
可
能

※
中
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴

〈
定
員
〉各
20
名
程
度

※
事
前
に
申
込
み
が
必
要
で
す
。

問 

生
涯
学
習
課

(
22

−

１
１
１
１
内
線
３
１
４
４

中
央
公
民
館

市
民
大
学
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
受
講
生
募
集

　

８
月
６
日（
木
）午
前
８
時
30
分
か
ら
受

付
開
始
。
お
申
し
込
み
は
お
電
話
で
。

●
生
物「
む
つ
湾
の
生
き
物
観
察
」

〈
ど
ん
な
〉

　

カ
ヌ
ー
・
シ
ュ
ノ
ー
ケ
リ
ン
グ
で
む
つ
湾

の
生
き
物
観
察

〈
い
つ
〉

　

８
月
25
日
、
9
月
1
日
、
9
月
8
日

　

い
ず
れ
も
火
曜
日
・
午
前
９
時
30
分
～
正
午

〈
ど
こ
で
〉海
と
森
ふ
れ
あ
い
体
験
館

〈
講
師
〉五
十
嵐 

健
志 

氏

〈
教
材
費
・
定
員
〉無
料
・
10
名

●
リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン
ス
ト
レ
ッ
チ

〈
い
つ
〉

９
月
４
日
、11
日
、18
日
、10
月
２
日
、９
日
、

市
営
住
宅
入
居
者
募
集

〈
募
集
す
る
市
営
住
宅
〉

・
緑
町
団
地 （
耐
火
構
造
３
階
建 

２
戸
）

　

家
賃
１
万
３
２
０
０
円

～
２
万
６
０
０
０
円

〈
募
集
期
間
〉

　

８
月
３
日（
月
） ～
14
日（
金
）

※
土
日
は
除
く

〈
入
居
予
定
日
〉10
月
１
日（
木
）

※
物
件
の
詳
細
、
条
件
等
は
お
問
い
合
わ

せ
い
た
だ
く
か
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

問 

建
築
住
宅
課
住
宅
担
当

(
22

−

１
１
１
１
内
線
２
７
５
８

生
ご
み

　
　

水
切
り
を
し
っ
か
り
と

　

生
ご
み
は
し
っ
か
り
水
切
り
し
て
か

ら
、
ご
み
集
積
所
に
だ
し
て
く
だ
さ
い
。

　

せ
っ
か
く
の
も
え
る
ご
み
が
水
分
に

よ
っ
て
燃
え
に
く
く
な
っ
て
し
ま
い
ま

す
。

　

市
民
の
み
な
さ
ま
の
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

問 

環
境
政
策
課
廃
棄
物
対
策
担
当

(
22

−

１
１
１
１
内
線
３
１
４
４

希
望
の
ま
ち
づ
く
り
補
助
金
２
次
募
集
開
始

　

こ
の
制
度
は
、
市
民
の
み
な
さ
ま
の
知

恵
や
活
力
を
ま
ち
づ
く
り
に
活
か
す
た

め
、
市
民
に
よ
る
自
主
的
な
活
動
を
支
援

す
る
も
の
で
す
。

　

今
年
度
は
、
特
に
力
を
入
れ
て
募
集
す

る
『
重
点
テ
ー
マ
』を｢

健
康
増
進｣｢

食

育｣
と
し
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
テ
ー
マ
以

外
の
事
業
で
も
大
丈
夫
で
す
。

〈
応
募
者
の
要
件
〉

　

営
利
を
目
的
と
せ
ず
に
活
動
を
行
う
、

次
の
要
件
を
満
た
す
団
体
と
し
ま
す
。

①
５
名
以
上
の
正
会
員
で
構
成
さ
れ
て
い
る

②
構
成
員
の
半
数
以
上
が
、
市
内
に
在

住
、
勤
務
ま
た
は
通
学
し
て
い
る

③
規
約
等
が
定
め
ら
れ
、
代
表
者
が
明

確
と
な
っ
て
い
る
な
ど
運
営
体
制
が

整
っ
て
い
る

※
複
数
の
団
体
な
ど
で
組
織
す
る
実
行

委
員
会
な
ど
も
対
象
と
な
り
ま
す
。

〈
対
象
と
な
る
事
業
〉

　

地
域
の
課
題
解
決
や
活
性
化
を
目
的
に

実
施
す
る
公
益
性
の
あ
る
事
業
で
、
次
の

要
件
を
満
た
す
事
業
と
し
ま
す
。

①
団
体
が
自
ら
企
画
、
立
案
、
実
施
す

る
事
業

②
平
成
27
年
10
月
か
ら
平
成
28
年
３
月

31
日
ま
で
に
完
了
す
る
事
業

〈
補
助
金
額
〉

　

１
団
体
20
万
円
を
上
限
と
し
、
補
助

率
は
５
分
の
４
と
し
ま
す
。

■
募
集
期
間

　

７
月
27
日（
月
） ～
８
月
28
日（
金
）

※
補
助
金
の
詳
細
は
、
お

問
い
合
わ
せ
い
た
だ
く

か
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

問 

市
民
連
携
課
連
携
担
当

(
22

−

１
１
１
１
内
線
２
１
５
３

市からのお知らせをお伝えします。
催し物などは、イベント情報に掲載しています。

２０１５．７．２４ ２０１５．７．２４

町内会 特集議会図書館 information サークル健康職員募集国際交流陸奥覧



( 1 2 )( 1 3 )

○
商
品
券
の
転
売
は
禁
止
で
す
。

○
商
品
券
、
図
書
券
、
切
手
、
印
紙
、
公
共

料
金
な
ど
に
は
使
用
で
き
ま
せ
ん
。

○
従
来
か
ら
発
行
し
て
い
る「
む
つ
市
共
通
商

品
券
」で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
使
え
る
お

店
等
が
異
な
り
、
使
用
期
限
が
あ
り
ま
す

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※
詳
細
は
、
各
地
区
の
商
工
会
議
所
ま
た

は
商
工
会
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問 

む
つ
商
工
会
議
所
振
興
課

(
22

−

２
２
８
２

問 

む
つ
市
川
内
町
商
工
会(

42

−

２
３
０
１

問 

大
畑
町
商
工
会 

(
34

−

３
５
０
０

自
衛
官
採
用
試
験
の
お
知
ら
せ

〈
職
種
・
試
験
日
・
試
験
会
場
〉

○
自
衛
官
候
補
生（
男
）

９
月
16
日（
水
）・
大
湊
基
地

○
自
衛
官
候
補
生（
女
）

９
月
28
日（
月
）・
大
湊
基
地

○
一
般
曹
候
補
生
１
次

９
月
19
日（
土
）・
大
湊
基
地

○
海
上
・
航
空
自
衛
隊
航
空
学
生
１
次

９
月
23
日（
水
）・
三
沢
市

〈
受
付
期
間
〉

　

８
月
１
日（
土
）
～
９
月
８
日（
火
）

〈
受
験
資
格
〉

　

平
成
28
年
４
月
１
日
現
在
で
、
18
歳
以

上
27
歳
未
満
の
方（
航
空
学
生
は
21
歳
未
満
）

問 

自
衛
隊
青
森
地
方
協
力
本
部

む
つ
地
域
事
務
所 

(
22

−

７
４
８
４

社
会
福
祉
法
人
桜
木
会

緑
町
保
育
所
新
築
オ
ー
プ
ン
！

　

10
月
1
日
、
緑
町
保
育
所
は
、
名
称

を
新
た
に
移
転
し
ま
す
。
定
員
が
60
名
か

ら
90
名
へ
変
更
と
な
り
、
乳
児
の
受
け
入

れ
が
可
能
と

な
り
ま
す
。

　

９
月
に
は

内
覧
会
を

予
定
し
て
い

ま
す
。
詳
細

は
次
号
で
お

知
ら
せ
し
ま

す
。

問 

緑
町
保
育
所 

(
22

−

４
０
１
５

Hhttp://w
w
w
.sakuragikai.or.jp/

プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品
券
情
報

　

む
つ
商
工
会
議
所
、
む
つ
市
川
内
町
商

工
会
、
大
畑
町
商
工
会
で
は
、
プ
レ
ミ
ア

ム
付
き
商
品
券
を
発
行
し
て
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
広
報
む
つ
６
月
号
（
５
月

25
日
号
）を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

〈
む
つ
商
工
会
議
所
〉

　

む
つ
商
工
会
議
所
が
発
行
す
る
プ
レ
ミ

ア
ム
付
商
品
券

が
当
選
さ
れ
た
方

は
、
必
ず
当
選
通

知
と
現
金
を
持
参

の
う
え
、
ご
来
場

く
だ
さ
い
。

〈
購
入
申
込
期
間
〉

※
申
込
期
間
は
終
了
し
ま
し
た
。

〈
結
果
通
知
〉７
月
23
日（
木
）発
送

　

応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
と
な
り
、

結
果
は
返
信
は
が
き
で
通
知
し
ま
す
。

〈
引
き
換
え
販
売
期
間
〉

　

８
月
１
日（
土
）
～
９
日（
日
）

〈
販
売
方
法
〉

　

期
間
内
に
、
む
つ
市
役
所
本
庁
舎
開
放

エ
リ
ア
に
て「
当
選
通
知
（
返
信
は
が
き
）」

と
引
換
に
販
売
し
ま
す
。（
午
前
９
時
～

午
後
３
時
）※
代
理
の
方
で
も
引
換
可
能

で
す
。

〈
使
用
期
間
〉

　

８
月
１
日（
土
）
～
12
月
31
日（
木
）

※
使
用
期
限
を
過
ぎ
る
と
使
え
ま
せ
ん
の

で
、必
ず
期
間
内
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

○
商
品
券
は
お
つ
り
が
出
ま
せ
ん
。

　　問合先・申込先　　ファックス　　ホームページ　　ＥメールＥH問 F

の
貸
出
し
は
あ
り
ま
せ
ん
。）

問 

放
送
大
学
青
森
学
習
セ
ン
タ
ー

　

 

(
０
１
７
２

−

３
８

−

０
５
０
０

東
日
本
・
家
族
応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

in
む
つ
２
０
１
５

　

立
命
館
大
学
大
学
院
応
用
人
間
科
学

研
究
科
と
下
北
地
域
県
民
局
、
む
つ
市
が

協
働
し
、
家
族
支
援
と
い
う
視
点
か
ら
地

域
の
家
族
力
向
上
及
び
被
災
地
や
被
災

者
に
対
す
る
復
興
支
援
の
一
助
と
す
る
こ

と
を
目
的
に
実
施
し
て
い
ま
す
。
入
場
無

料
で
す
。
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
団
士
郎「
家
族
漫
画
展
」　

〈
い
つ
〉8
月
10
日（
月
）
～
30
日（
日
）

〈
ど
こ
で
〉図
書
館

〈
ど
ん
な
〉

　

立
命
館
大
学
教
授
で
、
マ
ン
ガ
「
家
族

の
練
習
問
題
」の
著
者
で
も
あ
る
団
士
郎

氏
の
漫
画
を
パ
ネ
ル
展
示
。

●
お
父
さ
ん
応
援
セ
ミ
ナ
ー

〈
い
つ
〉８
月
28
日（
金
）

午
後
6
時
30
分
～
8
時

〈
ど
こ
で
〉中
央
公
民
館

〈
ど
ん
な
〉

　

子
育
て
中
の
お
父
さ
ん
が
、
楽
し
み
な

が
ら
よ
り
良
い
子
育
て
を
す
る
た
め
の
セ

ミ
ナ
ー
。
参
加
申
込
み
が
必
要
で
す
。

講
師 

立
命
館
大
学
教
授 

中
村 

正 

氏

〈
対
象
・
定
員
〉

　

子
育
て
中
の
お
父
さ
ん
30
名
程
度

●
団
士
郎
の
漫
画
ト
ー
ク

～
『
木
陰
の
物
語
』
～

〈
い
つ
〉8
月
29
日（
土
）

午
前
10
時
30
分
～
正
午

〈
ど
こ
で
〉図
書
館

〈
ど
ん
な
〉

　

物
語
に
は
、
描
か
れ
た
部
分
と
描
か
れ

な
か
っ
た
部
分
が
必
ず
あ
り
ま
す
。
描
き

き
れ
な
か
っ
た
も
の
や
、
あ
え
て
描
か
な

か
っ
た
も
の
も
、
家
族
の
た
た
ず
む
木
陰

に
は
存
在
し
ま
す
。
そ
ん
な
物
語
を
、
ス

ラ
イ
ド
シ
ョ
ー
マ
ン
ガ
に
併
せ
て
お
話
を

し
ま
す
。

※
託
児
ル
ー
ム
を
利
用
さ
れ
る
場
合
は
事
前
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問 

む
つ
児
童
相
談
所

(
23

−

５
９
７
５

　「
大
函
丸
」臨
時
運
行
便
の
お
知
ら
せ

　

函
館
～
大
間
航
路
は
、
８
月
１
日
～

17
日
お
よ
び
９
月
19
日
～
23
日
の
間
、
３

往
復
６
便
の
運
航
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
期
間
は
発
着
時
間
も
変
更
と
な
り

ま
す
の
で
、
運
航
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
確
認

の
う
え
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問 

津
軽
海
峡
フ
ェ
リ
ー
（
株
）

(
37

−

３
１
１
１

青
森
財
務
事
務
所
多
重
債
務
窓
口

　

相
談
員
が
借
金
の
状
況
な
ど
を
伺
い
、

必
要
に
応
じ
て
、
弁
護
士
等
の
専
門
機
関

に
引
き
継
ぎ
を
行
い
ま
す
。
相
談
は
秘
密

厳
守
・
無
料
で
す
。

〈
い
つ
〉

　

平
日
の
午
前
８
時
30
分
～
午
後
４
時
30
分

　

正
午
～
午
後
１
時
を
除
く

〈
ど
こ
で
〉青
森
財
務
事
務
所（
青
森
市
）

問 

青
森
財
務
事
務
所

　

 

(
０
１
７

−

７
７
４

−

６
４
８
８

青
森
地
方
法
務
局

　
　
　
　
　
　

登
記
相
談
は
予
約
制

　

青
森
地
方
法
務
局
で
は
、
登
記
相
談

を
利
用
さ
れ
る
方
を
長
時
間
お
待
た
せ
す

る
こ
と
の
な
い
よ
う
予
約
制
に
よ
る
登
記

相
談
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

登
記
相
談
を
利
用
さ
れ
る
場
合
は
、
あ

ら
か
じ
め
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。

問 

青
森
地
方
法
務
局
む
つ
支
局

(
23

−

３
２
０
２

青
森
県
司
法
書
士
会　

電
話
・
面
談

司
法
の
日 

相
続
登
記
相
談
会

〈
い
つ
〉８
月
１
日（
土
）

　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

〈
相
談
電
話
〉

　

 

(
０
１
７

−

７
５
２

−

０
４
４
０

※
こ
の
ほ
か
、
青
森
市
な
ど
で
面
談
に
よ
る

相
談
を
行
い
ま
す
。
詳
細
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

問 

青
森
県
司
法
書
士
会

　

 

(
０
１
７

−

７
７
６

−

８
３
９
８

下
北
地
区
労
働
基
準
協
会安

全
衛
生
講
習
会

職
長
・
安
全
衛
生
責
任
者
教
育

〈
い
つ
〉８
月
18
日（
火
）・
19
日（
水
）

午
前
9
時
～

〈
ど
こ
で
〉市
内

む
つ
公
共
職
業
安
定
所

障
が
い
者
就
職
相
談
会

〈
い
つ
〉９
月
３
日（
木
）

午
後
１
時
～
３
時
30
分

〈
ど
こ
で
〉下
北
文
化
会
館

※
参
加
を
ご
希
望
の
方
は
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問 

む
つ
公
共
職
業
安
定
所(

22

−

１
３
３
１

あ
お
も
り
中
高
年
就
職
支
援
セ
ン
タ
ー

再
就
職
セ
ミ
ナ
ー
・
キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

〈
い
つ
〉

８
月
20
日（
木
）午
後
１
時
～
４
時

　
　

21
日（
金
）午
前
９
時
～
正
午

※
20
日
午
後
４
時
か
ら
キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

〈
ど
こ
で
〉む
つ
来
さ
ま
い
館
２
階
会
議
室

〈
対
象
〉45
歳
以
上
の
求
職
中
の
方

〈
定
員
〉15
名（
ご
予
約
く
だ
さ
い
）

問 

あ
お
も
り
中
高
年
就
職
支
援
セ
ン
タ
ー

　

 

(
０
１
７
２

−

２
６

−

８
４
３
０

放
送
大
学
10
月
生
募
集

　

放
送
大
学
は
、
テ
レ
ビ
等
の
放
送
や
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
授
業
を
行
う

通
信
制
の
大
学
で
す
。
心
理
学
・
福
祉
・

経
済
・
歴
史
・
文
学
・
情
報
・
自
然
科

学
な
ど
幅
広
い
分
野
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き

ま
す
。

〈
申
込
締
切
〉９
月
20
日（
日
）

※
放
送
大
学
青
森
学
習
セ
ン
タ
ー
む
つ
校

（
市
立
図
書
館
内
）で
は
、
放
送
大
学
生

以
外
の
方
の
教
材
視
聴
も
可
能
で
す
の
で

ご
利
用
く
だ
さ
い
。（
単
位
認
定
・
教
材

〈
受
講
料
〉１
万
４
８
０
４
円

〈
定
員
〉40
名

問 
下
北
地
区
労
働
基
準
協
会

(
22

−

１
３
８
９

県
立
む
つ
高
等
技
術
専
門
校

●
排
水
設
備
工
事
責
任
技
術
者
試
験
準
備
講
習

〈
い
つ
〉

９
月
７
日（
月
）・
９
日（
水
）・
11
日（
金
）

・
14
日（
月
）・
16
日（
水
）の
５
日
間
の
午

後
6
時
～
9
時

〈
募
集
期
間
〉

７
月
27
日（
月
）
～
８
月
19
日（
水
）

〈
受
講
料
・
定
員
〉１
３
０
０
円
・
10
名

●
離
職
者
等
再
就
職
訓
練「
経
理
Ｏ
Ａ
科
②
」

〈
い
つ
〉

９
月
７
日（
月
）
～
12
月
４
日（
金
）

〈
募
集
締
切
〉８
月
24
日（
月
）

〈
受
講
料
・
定
員
〉無
料
・
15
名

※
詳
細
は
、
お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ
く
か
、

青
森
県
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

問 

青
森
県
立
む
つ
高
等
技
術
専
門
校

(
24

−

１
２
３
４

県
営
住
宅
入
居
者
募
集

〈
募
集
す
る
県
営
住
宅
〉

・
山
田
団
地 （
木
造
２
階
建 

１
戸  

76
・
５
㎡
）

　

家
賃
２
万
２
１
０
０
円
～
３
万
３
０
０
０
円

〈
募
集
期
間
〉

　

８
月
３
日（
月
） ～
10
日（
月
）

〈
入
居
予
定
日
〉10
月
１
日（
木
）

次
の
ペ
ー
ジ
へ
続
く→

pinformation
public

公共情報

公共機関などからの情報をお伝えします。
催し物などは、イベント情報に掲載しています。

２０１５．７．２４ ２０１５．７．２４

町内会 特集議会図書館 information サークル健康職員募集国際交流陸奥覧



( 1 4 )( 1 5 )

心配ごと・結婚相談 
時 毎週月曜日 10:00 〜 15:00 問 むつ市社会福祉協議会相談所専用電話
場 社会福祉協議会（市役所本庁舎内）(22-2731

祝日の場合は翌日

教育相談 
時  土・日・祝日を除く毎日 9:00 〜 16:00 問 相談専用電話
場 教育研修センター (22-0974

予約制です。中学生までの教育に関する相談に応じています。

消費生活相談 
時 土・日・祝日を除く毎日 8:30 〜 17:15 問 むつ市消費生活センター
場 市役所本庁舎商工観光課内 (22-1353

消費者トラブルや悪質商法、多重債務の相談を受けます。

暮らしとお金の安心相談会 
時 第 3 水曜日 10:00 〜 16:00 問 消費者信用生活協同組合青森相談センター
場   市役所本庁舎市民相談室 (017-752-6755

予約制です。借金など家計の悩みについての相談を受けます。

健康なんでも相談
時 土・日・祝日を除く毎日 8:30 〜 17:15 問 健康推進課
場 市役所本庁舎健康推進課 (22-1111内線2574

保健師や栄養士が相談を受ます。

各 種 相 談 日 程
法律相談
時 8 月 28 日（金）12:30 〜 問 市民連携課
場 市役所本庁舎市民相談室 (22-1111内線2154

1 人 30 分、定員 6 名（先着順）

法テラス法律相談 
時 8 月 12 日（水）12:30 〜 問 法テラス青森
場 市役所本庁舎市民相談室 (050-3383-5552

1 人 30 分、定員 6 名（先着順）

行政相談 
時 8 月 17 日（月）10:00 〜 15:00 問 市民連携課
場 市役所本庁舎市民相談室 (22-1111内線2154

行政が行う仕事についての各種相談を受けます。

行政相談 
時 8 月 14 日（金）9:00 〜 12:00 問 大畑庁舎管理課
場 大畑庁舎 2 階第 2 会議室 (34-2111

行政が行う仕事についての各種相談を受けます。

人権相談 
時 土・日・祝日を除く毎日 8:30 〜 17:15 問 青森地方法務局むつ支局
場   下北合同庁舎 2 階相談室 (23-3202

家族間や近隣関係のこと、学校や職場内のことなどの相談を受けます。

  時 日時　場 場所　問 問合先・申込先

〈
募
集
期
間
〉

　

８
月
１
日（
土
）
～
10
月
８
日（
木
）

※
冬
イ
ベ
ン
ト
上
位
10
作
品
の

に
表
彰
・
副
賞
の
授
与
を
行

い
ま
す
。詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問 

ト
ン
ト
ゥ
ビ
レ
ッ
ジ 

(
48

−

２
７
７
７

若
者
、
高
校
生
に
よ
る
未
来
の
下
北
ヘ
ル

シ
ー
な
ご
飯
レ
シ
ピ
コ
ン
テ
ス
ト

　

下
北
教
育
事
務
所
で
は
、
近
い
将
来
親

と
な
る
世
代
を
対
象
に
、
家
庭
に
お
け
る

健
康
的
な
食
生
活
に
つ
い
て
の
関
心
を
高

め
る
た
め
レ
シ
ピ
コ
ン
テ
ス
ト
を
実
施
し

ま
す
。

　

詳
細
は
、
下
北
教
育
事
務
所
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
奮
っ
て
ご
応

募
く
だ
さ
い
。

問 

下
北
教
育
事
務
所 

(
22

−

１
３
５
１

海
と
森
ふ
れ
あ
い
体
験
館

●
海
の
自
然
観
察
指
導
員
育
成
講
座

○
基
礎
講
座

〈
い
つ
〉8
月
30
日（
日
）・
９
月
13
日（
日
）

※
グ
ル
ー
プ
の
場
合
は
ご
相
談
く
だ
さ
い

〈
ど
ん
な
〉

　

カ
ヌ
ー
、
ス
キ
ン
ダ
イ
ビ
ン
グ
に
よ
る

生
態
学
や
観
察
法
の
講
義
や
実
技
を
通
し

て
、
海
の
自
然
観
察
指
導
員
に
必
要
な
基

礎
を
学
び
ま
す
。

〈
対
象
〉大
人
向
け（
親
子
で
の
参
加
も
可
能
）

〈
参
加
費
〉１
０
８
０
円

○
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
プ
ロ
グ
ラ
ム

※
物
件
の
詳
細
、
条
件
等
は
お
問
い
合
わ

せ
い
た
だ
く
か
、
青
森
県
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問 

青
森
県
県
営
住
宅
指
定
管
理
者

　

 

野
村
建
設
㈱
県
営
住
宅
係

 

(
29

−

６
４
７
４

大
湊
高
校
同
窓
会

〈
い
つ
〉８
月
15
日（
土
）

総　

会
・
午
後
５
時
30
分
～

懇
親
会
・
午
後
６
時
30
分
～

〈
ど
こ
で
〉む
つ
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル

〈
会
費
〉４
０
０
０
円

〈
そ
の
他
〉

　

参
加
希
望
の
方
は
、
で
き
る
だ
け
事
前

に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
懇
親
会
だ
け
の
参

加
も
可
能
で
す
。

問 

大
湊
高
校
同
窓
会
事
務
局

(
24

−

１
２
４
４

Ｅdosokai-om
n.h@

asn.ed.jp

む
つ
市
食
生
活
改
善
推
進
員
会

料
理
教
室

●
良
い
食
生
活
を
進
め
る
講
習
会

　
〈
い
つ
〉９
月
15
日（
火
）

　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
１
時

　
〈
ど
こ
で
〉中
央
公
民
館
調
理
室

　
〈
参
加
費
・
定
員
〉無
料
・
20
名

　
〈
申
込
締
切
〉９
月
６
日（
日
）

●
男
性
の
た
め
の
料
理
教
室

　
〈
い
つ
〉９
月
17
日（
木
）

　
　
　

午
後
６
時
～
８
時
30
分

　
〈
ど
こ
で
〉中
央
公
民
館
調
理
室

　
〈
参
加
費
・
定
員
〉無
料
・
20
名

　
〈
申
込
締
切
〉９
月
８
日（
火
）

※
い
ず
れ
も
、
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
ふ

き
ん
２
枚
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

問 

む
つ
市
食
生
活
改
善
推
進
員
会

東 

(
０
９
０

−

５
８
３
３

−

１
９
８
４

青
森
少
年
鑑
別
所 

見
学
会

〈
い
つ
〉９
月
12
日（
土
）

午
前
10
時
～
11
時
30
分

〈
定
員
・
参
加
費
〉30
名
・
無
料

※
お
電
話
で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

問 

青
森
少
年
鑑
別
所

　

 

(
０
１
７

−

７
７
６

−

５
１
１
８

養
護
老
人
ホ
ー
ム
釜
臥
荘

陶
芸
体
験
教
室

〈
い
つ
〉

①
９
月
２
日（
水
）午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

②
10
月
14
日（
水
）午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

③
11
月
24
日（
火
）午
前
10
時
～
11
時

〈
ど
ん
な
〉作
品
成
形
・
鑑
賞
会

〈
定
員
〉15
名

問 

養
護
老
人
ホ
ー
ム
釜
臥
荘

（
平
日
の
午
前
９
時
～
午
後
４
時
）

(
23

−

４
５
１
４

ト
ン
ト
ゥ
ビ
レ
ッ
ジ

キ
ャ
ラ
め
し
コ
ン
ク
ー
ル
写
真
募
集

　

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
題
材
に
し
た
お
弁

当
・
ご
飯（
ワ
ン
プ
レ
ー
ト
な
ど
）・
パ
ン
・

ケ
ー
キ
・
お
菓
子
な
ど
の
写
真
を
募
集
し

ま
す
。

　　問合先・申込先　　ファックス　　ホームページ　　ＥメールＥH問 F

公共機関などからの情報をお伝えします。
催し物などは、イベント情報に掲載しています。

第
46
回
下
北
美
術
展（
高
校
・
一
般
の
部
）

絵
画
・
写
真
・
書
道
の
出
展
作
品
募
集

〈
種
別
〉絵
画
・
写
真
・
書
道

〈
出
品
料
〉

○
一
般　

１
点
に
つ
き
１
０
０
０
円

○
高
校
生　

無
料

〈
募
集（
搬
入
）期
間
〉

　

９
月
８
日（
火
） ～
15
日（
火
）

午
前
8
時
30
分
～
午
後
5
時

〈
申
込（
搬
入
）場
所
〉

　

む
つ
市
中
央
公
民
館
・
川
内
公
民
館
・

大
畑
公
民
館
・
脇
野
沢
公
民
館
な
ど

※
詳
細
は
、
各
公
民
館
備
え
付
け
、
ま
た

は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
開
催
要
項
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

問 

下
北
地
方
公
民
館
連
絡
協
議
会

（
中
央
公
民
館
）
(
24

−

１
２
２
４

 

下
北
自
然
の
家
イ
ベ
ン
ト
情
報

●
昆
虫
ク
ラ
ブ

〈
い
つ
〉８
月
22
日（
土
） ～
23
日（
日
）

〈
ど
ん
な
〉昆
虫
採
集
、
標
本
作
成

〈
対
象
者
〉小
学
３
年
生
～
中
学
３
年
生

〈
定
員
〉20
名

〈
参
加
料
〉２
３
０
０
円

●
家
族
で
レ
ッ
ツ
ゴ
ー
！
～
ビ
ニ
ー
ル
ク
ッ

キ
ン
グ
＆
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
～

〈
い
つ
〉８
月
30
日（
日
）

〈
対
象
者
〉

　

家
族
ま
た
は
児
童
生
徒
が
い
る
グ
ル
ー
プ

〈
定
員
〉10
組

〈
参
加
料
〉６
０
０
円（
幼
児
は
４
５
０
円
）

※
詳
細
は
、
お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ
く
か
、

２０１５．７．２４ ２０１５．７．２４

〈
い
つ
〉９
月
22
日（
火
）

〈
ど
ん
な
〉

　

ス
キ
ュ
ー
バ
ダ
イ
ビ
ン
グ
を
用
い
た
生

物
観
察
。
ス
キ
ュ
ー
バ
の
基
礎
と
実
技
。

〈
対
象
〉ど
な
た
で
も

〈
参
加
費
〉３
２
４
０
円

○
ジ
オ
パ
ー
ク
編

〈
い
つ
〉７
月
26
日（
日
）・
８
月
23
日（
日
）

〈
ど
ん
な
〉

　

ジ
オ
パ
ー
ク
の
ガ
イ
ド
の
養
成
講
座
と

し
て
、
海
の
ガ
イ
ド
に
関
す
る
講
習
、
実

技
の
基
礎
。
磯
観
察
、
カ
ヌ
ー
、
ス
キ
ン

ダ
イ
ビ
ン
グ
。

※
詳
細
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
親
子
、
海
の
自
然
学
校

○
幼
児
編

〈
い
つ
〉８
月
４
日（
火
）

〈
ど
ん
な
〉

　

親
子
参
加
の
陸
奥
湾
の
生
き
も
の
の
観

察
。
か
わ
う
ち
ま
り
ん
び
ー
ち
の
磯
と
干

潟
で
海
の
生
物
観
察
。

〈
対
象
〉幼
児
の
親
子
向
け

〈
参
加
費
・
定
員
〉５
４
０
円
・
20
名

○
小
学
生
以
上
編

〈
い
つ
〉８
月
１
日（
土
）
～
２
日（
日
）

〈
ど
ん
な
〉

　

カ
ヌ
ー
体
験
、
ス
キ
ン
ダ
イ
ビ
ン
グ
に

よ
る
陸
奥
湾
の
生
き
も
の
の
昼
と
夜
の
生

態
観
察
、
生
態
ス
ケ
ッ
チ
を
通
し
た
自
然

科
学
教
育
。

〈
対
象
〉小
学
生
以
上
の
親
子

〈
参
加
費
・
定
員
〉９
０
０
０
円
・
20
名

問 

む
つ
市
海
と
森
ふ
れ
あ
い
体
験
館

(
42

−

２
４
１
１

町内会 特集議会図書館 information サークル健康職員募集国際交流陸奥覧

む
つ
市
教
育
振
興
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問 
む
つ
市
教
育
振
興
会　

　
　
　
　
　
　

む
つ
市
下
北
自
然
の
家

(
34

−

６
１
５
１

秋
の
ス
ポ
ー
ツ
教
室
参
加
者
募
集

　　

初
心
者
か
ら
中
級
程
度
ま
で
の
方
を
対

象
と
し
た
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
教
室
で
す
。

〈
い
つ
〉9
月
1
日
～
10
月
13
日

毎
週
火
曜
日
の
午
前
10
時
～
正
午

※
９
月
22
日
除
く

〈
ど
こ
で
〉し
も
き
た
克
雪
ド
ー
ム

〈
参
加
費
・
定
員
〉無
料
・
20
名

〈
申
込
受
付
〉8
月
3
日
か
ら
受
付

問 

む
つ
市
体
育
協
会
事
務
局

(
22

−

１
１
１
１
内
線
２
４
７
４

第
34
回
田
名
部
高
校
同
窓
生
の
集
い

　
「
99
」
～
会
っ
て
繋
ご
う
！
～
１
０
０

周
年
ま
で
待
て
な
い
「
ワ
ク
ワ
ク
大
作
戦
」

　

ス
ペ
シ
ャ
ル
ス
テ
ー
ジ
で
「
ず
れ
や
ま
ズ

レ
子
歌
謡
シ
ョ
ー
」開
催
！

〈
い
つ
〉８
月
15
日 （
土
）午
後
６
時
30
分
～

〈
ど
こ
で
〉プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
む
つ

〈
会
費
〉３
０
０
０
円

99
周
年
記
念
手
ぬ
ぐ
い
好
評
発
売
中
！

問 

実
行
委
員
会
事
務
局

（
チ
ケ
ッ
ト
取
扱
い 

後
藤
呉
服
店
）

(
34

−

０
８
３
７



( 1 6 )( 1 7 )

16 日

14 日～

12 日

22 日 9・16 日

2・23 日 1 日～

９日

8 日～ 6 日

27 日～

1 日～

16 日まで

〈
い
つ
〉８
月
２
日（
日
）・
23
日（
日
）

　

午
前
8
時
～
9
時

※
お
電
話
か
フ
ロ
ン
ト
で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

問 

む
つ
市
ウ
ェ
ル
ネ
ス
パ
ー
ク

 

(
28

−

４
３
４
１

図
書
館 

　
　
　

夏
休
み
子
ど
も
工
作
教
室

〈
い
つ
〉　

８
月
６
日（
木
）

午
後
１
時
30
分
～
2
時
30
分

〈
ど
ん
な
〉

　

牛
乳
パ
ッ
ク
を
使
っ
た
船
を
作
り
ま
す
。

〈
定
員
〉20
名

〈
申
込
締
切
〉８
月
４
日（
火
）

問 

図
書
館 

(
28

−

３
５
０
０

第
65
回
下
北
美
術
展（
児
童
・
生
徒
の
部
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

展
覧
会

　

絵
画
や
版
画
、
書
道
、
約
８
０
０
点

の
入
賞
作
品
を
展
示
し
ま
す
。
入
場
は
無

料
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
ご
観
覧

く
だ
さ
い
。

〈
い
つ
〉８
月
8
日（
土
） ～
23
日（
日
）

午
前
９
時
～
午
後
７
時

〈
ど
こ
で
〉中
央
公
民
館

問 

下
北
地
方
公
民
館
連
絡
協
議
会

（
中
央
公
民
館
）
(
24

−

１
２
２
４

図
書
館 

日
曜
シ
ネ
マ

〈
い
つ
・
ど
ん
な
〉

　

８
月
９
日（
日
）『
お
く
り
び
と
』

　
　
　

16
日（
日
）『
レ
・
ミ
ゼ
ラ
ブ
ル
』

※
8
月
23
日
下
北
文
化
会
館
で
行
わ
れ
る

来
さ
ま
い
橋
通
り

｢

七
夕
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン｣
点
灯
中

　

来
さ
ま
い
橋
通
り
に
天
の
川
を
イ
メ
ー

ジ
し
た
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
点
灯
し
て

い
ま
す
。

　

市
内
園
児
が
お
願
い
ご
と
を
書
い
た
短
冊

も
あ
わ
せ
て
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

〈
い
つ
〉８
月
16
日（
日
）ま
で

問 

む
つ
来
さ
ま
い
館 

(
33

−

８
１
９
１

む
つ
来
さ
ま
い
館

　
　
　
　
　
「
夏
休
み
体
験
館
」

〈
い
つ
〉7
月
27
日（
月
）～
８
月
23
日（
日
）

〈
ど
ん
な
〉

　

宇
賀
焼
き
絵
付
け
体
験
、
エ
コ
風
鈴

作
り
、
プ
ラ
カ
ッ
プ
コ
ー
ス
タ
ー
作
り（
毎

日
）、
あ
そ
び
の
城（
15
日
、
16
日
）ほ
か
、

べ
こ
も
ち
作
り
、
裂
き
織
り
体
験
、
動
物

ふ
れ
あ
い
Ｄ
ａ
ｙ
、
木
工
体
験 

な
ど

※
日
程
や
体
験
料
が
異
な
り
ま
す
。
詳
し

く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問 

む
つ
来
さ
ま
い
館 

(
33

−

８
１
９
１

模
型
で
み
る
70
年
前
の
出
来
事

　
　
　
　
『
昔
、
せ
ん
そ
う
が
あ
っ
た
』

　

昭
和
の
は
じ
め
、
戦
中
に
あ
っ
た
人
々

の
く
ら
し
や
背
景
を
模
型
と
資
料
で
立
体

的
に
紹
介
し
ま
す
。

〈
い
つ
〉８
月
１
日（
土
）
～
16
日（
日
）

問 

む
つ
来
さ
ま
い
館 

(
33

−

８
１
９
１

図
書
館 

　
　
　

夏
休
み
子
ど
も
映
画
劇
場

〈
い
つ
・
ど
ん
な
〉

○
８
月
１
日
（
土
）『
ト
ム
と
ジ
ェ
リ
ー 

ジ
ェ
リ
ー
街
へ
行
く
』

○
２
日
（
日
）『
ル
ー
ニ
ー
テ
ュ
ー
ン
ズ 

オ
ー
ル
ス
タ
ー
』

○
３
日
（
月
）『
キ
ャ
ス
パ
ー 

ゆ
か
い
な
オ

バ
ケ
の
お
と
も
だ
ち
！
』

○
４
日
（
火
）『
マ
イ
メ
ロ
デ
ィ
の
赤
ず
き

ん 
キ
キ
と
ラ
ラ
の
青
い
鳥
』

○
５
日
（
水
）『
バ
ッ
グ
ス
・
バ
ニ
ー　

イ

タ
ズ
ラ
な
う
さ
ぎ
』

○
６
日
（
木
）『
グ
ー
フ
ィ
ー 

グ
ー
フ
ィ
ー

の
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
』

○
7
日（
金
）『I LO

V
E Tw

eety Vol.1

』

○
８
日（
土
）『
ム
ー
ミ
ン 
友
情
の
巻
』

い
ず
れ
も
午
前
10
時
と
午
後
２
時
か
ら
同
作

品
を
上
映

問 

図
書
館 

(
28

−

３
５
０
０

ウ
ェ
ル
ネ
ス
パ
ー
ク
は
ら
っ
ぱ
る
ヨ
ガ

　
　
　
　
　
　
　

健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
対
象

　

青
い
空
の
下
、
心
地
よ
い
風
を
感
じ
な

が
ら
気
持
ち
よ
く
体
を
伸
ば
す
朝
ヨ
ガ
を

楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

　　問合先・申込先　　ファックス　　ホームページ　　ＥメールＥH問 F

●
ネ
ブ
タ
合
同
運
行

〈
い
つ
〉８
月
14
日（
金
）・
15
日（
土
）

問 

川
内
観
光
協
会 

(
42

−

２
３
０
１

む
つ
商
工
会
議
所
Ｔ
Ｍ
Ｏ

　
　
　
　
　
　

田
名
部
神
社
盆
踊
り

　

今
年
も「
む
つ
市
合
同
盆
踊
り
」（
新
町

商
店
会
盆
踊
り
、
小
川
町
商
店
会
盆
踊

り
、
た
な
ぶ
七
福
通
り
ね
ぶ
た
納
涼
ま
つ

り
、
田
名
部
神
社
盆
踊
り
）の
最
終
日
を

か
ざ
り
、
田
名
部
神
社
境
内
に
お
い
て
盆

踊
り
を
開
催
し
ま
す
。

　

お
楽
し
み
抽
選
会
も
あ
り
ま
す
の
で
、

市
民
の
み
な
さ
ま
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

〈
い
つ
〉８
月
16
日（
日
）

　

午
後
６
時
30
分
～

〈
ど
こ
で
〉田
名
部
神
社
境
内

問 

む
つ
商
工
会
議
所
Ｔ
Ｍ
Ｏ

（
む
つ
商
工
会
議
所
振
興
課
内
）

(
22

−

２
２
８
２

む
つ
児
童
相
談
所

「
あ
り
が
と
う
オ
カ
ン
」ド
ラ
マ
上
映
会

　

さ
ま
ざ
ま
な
事
情
に
よ
り
家
庭
で
暮
ら

せ
な
い
子
ど
も
た
ち
が
い
ま
す
。
子
ど
も

に
と
っ
て
、
家
庭
的
な
環
境
で
育
つ
こ
と

は
極
め
て
重
要
で
す
。
こ
の
ド
ラ
マ
を
と

お
し
て
、
多
く
の
方
々
に
里
親
制
度
を
理

解
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
開
催
し
ま
す
。

　

参
加
費
無
料
、事
前
申
込
は
不
要
で
す
。

〈
い
つ
〉８
月
22
日（
土
）午
後
１
時
30
分
～

〈
ど
こ
で
〉図
書
館

問 

む
つ
児
童
相
談
所  

(
23

−

５
９
７
５

「
宝
く
じ
お
し
ゃ
べ
り
音
楽
館
」で
演
奏
さ
れ

る
曲
目
に
先
立
っ
て
上
映
し
ま
す
。

い
ず
れ
も
午
後
２
時
～

問 

図
書
館 

(
28

−

３
５
０
０

ト
ン
ト
ゥ
ビ
レ
ッ
ジ

　
　
　

夏
満
喫
！
サ
マ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

〈
い
つ
〉８
月
９
日（
日
）

午
前
９
時
30
分
～
午
後
３
時

〈
ど
こ
で
〉ト
ン
ト
ゥ
ビ
レ
ッ
ジ

〈
ど
ん
な
〉

・
東
通
中
学
校
・
小
学
校
吹
奏
楽
部
サ
マ
ー

コ
ン
サ
ー
ト

・
ね
じ
り
ん
ご
の
サ
マ
ー
バ
ル
ー
ン

シ
ョ
ー

・
ト
ン
ト
ゥ
商
店
・
ト
ン
ト
ゥ
縁
日

・
ふ
わ
ふ
わ
コ
ー
ナ
ー

・
不
思
議
な
コ
ー
ス
タ
ー
作
り

・
エ
ネ
ル
ギ
ー
ク
イ
ズ
＆
シ
ー
ル
ラ
リ
ー

で
千
本
引
き 

他

〈
入
場
料
〉無
料

※ 

詳
し
く
は
、
市
内
の
公
共
施
設
や
ス
ー

パ
ー
な
ど
に
掲
示
の
ポ
ス
タ
ー
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問 

ト
ン
ト
ゥ
ビ
レ
ッ
ジ

 

(
48

−

２
７
７
７

山
道
エ
イ
ミ
ー

　
　
　

ア
メ
リ
カ
ン･

ク
ッ
キ
ン
グ

　

私
と
一
緒
に
地
元
ア
メ
リ
カ
の
料
理
を

作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？  

夏
休
み
中
で
す
の

で
、
親
子
で
の
参
加
を
歓
迎
し
ま
す
。
む

つ
市
で
手
に
入
る
材
料
を
使
っ
て
、
美
味

し
い
料
理
を
一
緒
に
作
っ
て
、
一
緒
に
食
べ

ま
し
ょ
う
！ 

〈
い
つ
〉８
月
12
日（
水
）

　

午
前
10
時
～
午
後
０
時
30
分

〈
ど
こ
で
〉中
央
公
民
館

〈
メ
ニ
ュ
ー
〉

BLT Salad　
（
ベ
ー
コ
ン
・
レ
タ
ス
・
ト
マ
ト
・
サ
ラ
ダ
）

Pizza

（
手
作
り
ピ
ザ
）　　
　
　
　

D
essert Pizza （

デ
ザ
ー
ト
・
ピ
ザ
）

〈
参
加
費
〉７
０
０
円（
材
料
費
）

※
未
就
学
児
無
料

〈
定
員
〉20
名

〈
申
込
締
切
〉8
月
10
日（
月
）

問 

企
画
調
整
課
国
際
交
流
担
当

(
22

−
１
１
１
１
内
線
２
３
１
２

川
内
夏
祭
り
情
報

●
第
30
回
や
ま
め
つ
か
み
ど
り
ま
つ
り

〈
い
つ
〉８
月
14
日（
金
）正
午
～

午
前
10
時
受
付
開
始

〈
ど
こ
で
〉川
内
球
場
よ
こ（
川
内
川
）

〈
ど
ん
な
〉

い
け
す
に
放
流
さ
れ
た
約
１
万
５
０
０
０

匹
の
や
ま
め
を
つ
か
み
ど
り

※
内
容
・
時
間
は
変
更
に
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

８
月 

A
u
g
.

イ ベ ント
情 報

einformation
event

市内で行われるイベント情報などをお伝えします。

２０１５．７．２４ ２０１５．７．２４
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( 1 8 )( 1 9 )

６日

23 日12 日

30 日

29 日～

23 日

13 日 23 日

　

・
大
人
２
５
０
０
円

　

・
高
校
生
以
下
１
５
０
０
円

　

※
当
日
券
は
５
０
０
円
増

※
宝
く
じ
の
助
成
に
よ
り
、特
別
料
金
と
な
っ

て
い
ま
す
。
４
歳
か
ら
入
場
で
き
ま
す
。

〈
チ
ケ
ッ
ト
販
売
〉

下
北
文
化
会
館
、an aim

 TO
K

Y
O

-
D

O

で
好
評
発
売
中

問 

下
北
文
化
会
館 

(
22

−

８
４
１
１

第
22
回
む
つ
市
公
民
館
ま
つ
り

　

市
中
央
公
民
館
な
ど
で
活
動
し
て
い
る

サ
ー
ク
ル
や
学
級
の
紹
介
の
ほ
か
、フ
リ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
や
地
元
産
品
の
販
売
な
ど
を

行
う
『
む
つ
市
公
民
館
ま
つ
り
』を
開
催
し

ま
す
。
ご
家
族
お
友
達
を
お
誘
い
合
わ
せ

の
う
え
、
遊
び
に
来
て
く
だ
さ
い
。

〈
い
つ
〉8
月
29
日（
土
）・
30
日（
日
）

午
前
9
時
か
ら
午
後
3
時

○
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
出
店
者
募
集

〈
出
展
料
〉無
料

〈
申
込
み
〉８
月
3
日（
月
）午
前
8
時
30
分

詳
細
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問 

中
央
公
民
館 
(
24

−

１
２
２
４

下
北
管
内
Ａ
Ｌ
Ｔ
の
歓
迎

　
　
　
　

O
utdoor Potluck Party

　

新
し
く
下
北
に
来
た
Ａ
Ｌ
Ｔ
（
外
国
語

指
導
助
手
）を
歓
迎
す
る
ウ
ェ
ル
カ
ム
パ
ー

テ
ィ
ー
を
開
催
し
ま
す
。
お
気
軽
に
参
加

し
て
く
だ
さ
い
！

　

夏
に
ふ
さ
わ
し
いO

utdoorParty

で
、

ア
メ
リ
カ
ら
し
く
ポ
ッ
ト
ラ
ッ
ク
（
持
ち

込
み
式
）で
行
い
ま
す
。
１
人
（
１
家
族
）

に
つ
き
１
品
の
料
理
を
必
ず
持
っ
て
来
て

く
だ
さ
い
（
買
っ
て
き
て
もO

kay

で
す
）。

ゲ
ー
ム
も
い
く
つ
か
用
意
し
ま
す
。

〈
い
つ
〉８
月
23
日（
日
）

　

正
午
～
午
後
1
時
30
分

〈
ど
こ
で
〉

　

早
掛
レ
イ
ク
サ
イ
ド
ヒ
ル
キ
ャ
ン
プ
場

〈
参
加
費
〉１
０
０
円（
中
学
生
以
下
は
無
料
）

※
参
加
費
と
は
別
に
１
品
の
料
理
を
必
ず

持
っ
て
来
て
く
だ
さ
い
。

〈
申
込
締
切
〉8
月
20
日（
木
）

問 

企
画
調
整
課
国
際
交
流
担
当

(
22

−

１
１
１
１
内
線
２
３
１
２

む
つ
来
さ
ま
い
館

　
　
　
『
来
さ
ま
い
！
ふ
う
り
ん
ま
つ
り
』

　

風
鈴
の
音
色
と
と
も
に
過
ぎ
ゆ
く
夏
を

楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

〈
い
つ
〉８
月
23
日（
日
）

　

午
前
10
時
～
午
後
２
時

〈
ど
ん
な
〉

　

お
子
様
体
験
、
ミ
ニ
縁
日
、
飲
食
、

ミ
ニ
流
し
そ
う
め
ん
、
ア
イ
ス
早
食
い
競

争
な
ど
※
変
更
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

○
同
時
開
催「
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
」

〈
い
つ
〉午
前
９
時
～
午
後
２
時

※
８
月
１
日
か
ら
出
店
受
付
、
１
区
画

１
０
０
０
円
。

○「
お
も
ち
ゃ
病
院
が
や
っ
て
く
る
」

　

お
も
ち
ゃ
病
院
が
出
張
修
理
に
や
っ
て

き
ま
す
。
こ
わ
れ
た
お
も
ち
ゃ
を
お
持
ち

く
だ
さ
い
。
診
療
代
は
無
料
で
す
が
、
修

理
内
容
に
よ
っ
て
は
部
品
代
（
３
０
０
～

５
０
０
円
）が
か
か
り
ま
す
。

問 

む
つ
来
さ
ま
い
館 

(
33

−

８
１
９
１

宝
く
じ
お
し
ゃ
べ
り
音
楽
館

　

～
想
い
出
の
ス
ク
リ
ー
ン
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
～

　

清
水
ミ
チ
コ
さ
ん
の
楽
し
い
お
し
ゃ
べ

り
、
小
原
孝
さ
ん
の
素
敵
な
ピ
ア
ノ
演
奏
、

島
田
歌
穂
さ
ん
の
美
し
い
歌
声
、
オ
ー
ケ
ス

ト
ラ
に
よ
る
映
画
音
楽
等
の
演
奏
を
お
送

り
し
ま
す
。
後
半
に
は
、
地

元
か
ら
第
三
田
名
部
小
学
校

音
楽
部
、
田
名
部
中
学
校
合

唱
部
が
出
演
し
て
の
共
演
が

あ
り
ま
す
。

〈
い
つ
〉８
月
23
日（
日
）

　

午
後
１
時
30
分
開
演

〈
ど
こ
で
〉下
北
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

〈
入
場
料
〉全
席
指
定
前
売
り　

　　問合先・申込先　　ファックス　　ホームページ　　ＥメールＥH問 F

大
湊
地
方
隊

　
『
ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト
』

み
な
さ
ま
の
ご
来
場
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

〈
い
つ
〉９
月
12
日（
土
）

　

午
後
３
時
～
５
時（
開
場
２
時
）

〈
ど
こ
で
〉下
北
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

〈
入
場
料
〉無
料（
入
場
整
理
券
が
必
要
）

〈
入
場
整
理
券
応
募
方
法
〉

　

往
復
ハ
ガ
キ（
１
枚
で
５
名
ま
で
応
募

可
）に
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号

と
同
行
者
全
員
の
氏
名
・
年
齢
を
記
入
し

て
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。
応
募
は
１
人
１

通
ま
で
、
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
と
な

り
ま
す
。

〈
応
募
締
切
〉８
月
24
日（
月
）必
着

問 

〒
０
３
５

−

８
５
１
１ 

む
つ
市
大
湊
町
10

−

１

 

海
上
自
衛
隊
大
湊
地
方
総
監
部
広
報
係

 

(
24

−

1
１
１
１
内
線
２
３
０
４

ト
ン
ト
ゥ
ビ
レ
ッ
ジ

　
　
　
　
　

親
子
料
理
教
室

〈
い
つ
〉９
月
13
日（
日
）

午
前
10
時
～
午
後
２
時

〈
ど
こ
で
〉東
北
電
力
㈱
む
つ
営
業
所
別
館

〈
ど
ん
な
〉

　

可
愛
い
盛
り
付
け
で
オ
リ
ジ
ナ
ル
ラ
ン

チ
を
作
っ
て
み
よ
う
！　

タ
コ
ラ
イ
ス
・

プ
リ
ン
パ
フ
ェ
を
作
り
ま
す
。

　

講
師 

青
森
県
栄
養
士
会
地
域
活
動
栄
養
士
協
議
会

　

管
理
栄
養
士　

野
呂 

浩
子 

先
生

〈
対
象
〉小
学
生
と
保
護
者
１
名
ず
つ

〈
定
員
・
参
加
費
〉10
組
・
無
料

〈
申
込
締
切
〉９
月
１
日（
火
）当
日
消
印
有
効

詳
細
、
申
込
方
法
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

問 

ト
ン
ト
ゥ
ビ
レ
ッ
ジ

 

(
48

−

２
７
７
７

む
つ
科
学
技
術
館
だ
よ
り

７
月
～
９
月
の
催
し

○
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
シ
ア
タ
ー

〈
ど
ん
な
〉

『
サ
イ
エ
ン
ス
レ
ン
ジ
ャ
ー
に
よ
る
お
も
し

ろ
実
験
工
房
３
』『
火
山
の
驚
異
／
環
太

平
洋
火
山
帯
』

※
お
盆
期
間
中
（
８
月
11
日
～
16
日
）は
特

別
上
映

『
ベ
ッ
ド
の
ま
わ
り
は
お
ば
け
が
い
っ

ぱ
い
』『
バ
ン
ビ
』『
赤
ち
ゃ
ん
が
い
っ

ぱ
い 

開
校
！
イ
ル
カ
の
子
育
て
教
室 

バ
ン
ド
ウ
イ
ル
カ
の
巻
』

○
つ
く
っ
て
た
い
け
ん
工
作
教
室

〈
い
つ
〉土
曜
・
日
曜
・
祝
日

午
前
11
時
～
午
後
４
時

〈
ど
ん
な
〉エ
コ
し
お
り
を
つ
く
ろ
う
！

 

※
参
加
無
料
、
予
約
不
要

○
理
科
実
験
・
観
察

〈
い
つ
〉日
曜
日午

前
11
時
～
、
午
後
２
時
～

〈
ど
ん
な
〉

『
超
低
温
の
世
界
を
調
べ
よ
う
』

『
真
空
の
世
界
を
調
べ
よ
う
』

※
時
間
な
ど
詳
細
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問 

む
つ
科
学
技
術
館 

(
25

−

２
０
９
２

市内で行われるイベント情報などをお伝えします。

２０１５．７．２４ ２０１５．７．２４

９
月 

S
e
p
.

春

夏

秋

冬

短　歌

ず
っ
し
り
と
棚
に
下
が
れ
る
夕
顔
は
収
穫
ま
ぢ
か
三
尺
ち
か
き

甲　
　
　

栄　

子

男
孫
の
み
の
我
に
眩
し
き
女
児
の
群
れ
浴
衣
華
や
か
園
夏
ま
つ
り

相　

馬　

佐
和
子

朝
夕
に
餌
に
群
が
る
雀
た
ち
猫
喜
び
て
窓
に
近
づ
く

千　

葉　

鈴　

子

白
躑つ
つ
じ躅
の
花
殻
煎
じ
薬
に
と
干
し
た
る
姑
を
偲
ぶ
水
無
月

立　

花　

惠　

子

俳　句

海
猫
め
島
一
面
に
ひ
な
を
抱
き

井　

戸　

康　

二

包
帯
を
巻
き
し
街
路
樹
青
葉
照
る

土　

佐　

白　

園

春
蚊
鳴
く
赤
子
の
声
の
合
い
間
に
も

雪　

田　

一　

石

行
く
春
や
ス
ト
ー
ブ
の
上
の
空
ヤ
カ
ン

久
保
田　

和
加
子

十
薬
や
古
き
土
瓶
を
捨
て
切
れ
ず

杉　

山　

畝　

女

軒
下
の
十
薬
を
打
つ
雨
白
し

山　

田　

冨　

江

お
土
産
の
最
中
の
後
は
新
茶
か
な

前　

沢　

明　

子

リ
ラ
の
花
風
が
匂
ひ
を
連
れ
て
ゆ
く

山　

崎　

美
津
江

産
土
の
家
々
軒
に
菖
蒲
か
な

中　

村　

悦　

子

き
れ
ぎ
れ
の
老
い
の
眠
り
や
明
易
し

工　

藤　

千
紗
子

川　柳

か
み
切
れ
ぬ
入
れ
歯
悔
し
い
夜
の
宴

相　

馬　

籐　

花

花
火
果
て
女
の
浴
衣
闇
に
舞
う

出　

崎　

忠　

華

仲
の
よ
い
祖
父
母
の
会
話
花
時
計

漆　

舘　

灯　

火

花
だ
よ
り
速
達
便
で
取
り
寄
せ
る

髙　

橋　
　
　

樟

町内会 特集議会図書館 information サークル健康職員募集国際交流陸奥覧

第
26
回
青
森
県
男
声
合
唱

　
　
　
　

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
む
つ
大
会

　

青
森
県
内
の
男
声
合
唱
団
９
団
体
と

全
国
の
第
九
の
会
の
男
性
が
む
つ
市
に
集

ま
り
、
１
０
０
名
を
超
え
る
合
同
合
唱
の

迫
力
あ
る
響
き
を
披
露
し
ま
す
。
普
段
聞

く
機
会
の
な
い
男
声
合
唱
の
重
厚
な
ハ
ー

モ
ニ
ー
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

〈
い
つ
〉 

８
月
30
日（
日
）午
後
１
時
30
分
～

〈
ど
こ
で
〉下
北
文
化
会
館

〈
ど
ん
な
〉

・
各
男
声
合
唱
団
ス
テ
ー
ジ

・
合
同
合
唱

〈
入
場
料
〉無
料

問 

む
つ
男
声
合
唱
団「
響
」 

佐
藤

(
29

−

３
０
７
０

第
９
回
に
こ
に
こ
ジ
ャ
ン
ボ
リ
ー

　

障
が
い
者
の
み
な
さ
ん
、
自
ら
野
菜
や

肉
を
切
り
、
焼
き
そ
ば
を
つ
く
る
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
パ
ー
テ
ィ
ー
で
す
。

〈
い
つ
〉９
月
６
日（
日
）

午
前
10
時
～
午
後
2
時

〈
ど
こ
で
〉早
掛
レ
イ
ク
サ
イ
ド
ヒ
ル
キ
ャ
ン
プ
場

※
バ
ス
送
迎
あ
り

〈
参
加
費
〉５
０
０
円（
保
険
代
含
む
）

〈
申
込
締
切
〉８
月
15
日（
土
）

問 

精
神
保
健
福
祉
傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　

グ
ル
ー
プ
ス
マ
イ
ル
(
22

−

８
８
４
８



( 2 0 )( 2 1 )

  

主
な
議
案
の
説
明

︻
議
案
第
42
号
︼む
つ
市
道
の
駅
整
備
基
本
構
想
策

定
委
員
会
条
例

　
　

む
つ
市
道
の
駅
整
備
事
業
に
お
い
て
、
市

民
の
ニ
ー
ズ
に
即
し
た
基
本
構
想
を
策
定
す

る
た
め
、
附
属
機
関
を
設
置
す
る
も
の

︻
議
案
第
43
号
︼む
つ
市
体
育
館
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

　
　

む
つ
市
民
体
育
館
用
地
を
一
部
事
務
組
合

下
北
医
療
セ
ン
タ
ー
へ
貸
与
す
る
た
め
、
当

該
施
設
の
用
途
を
廃
止
す
る
も
の

︻
議
案
第
48
号
︼平
成
27
年
度
む
つ
市
一
般
会
計
補

正
予
算

　
　

歳
出
に
つ
い
て
は
、
社
会
保
障
・
税
番
号

制
度
に
係
る
各
種
シ
ス
テ
ム
の
改
修
等
に
要

す
る
経
費
の
ほ
か
、
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対

策
の
た
め
ウ
イ
ン
ド
レ
ス
鶏
舎
建
設
を
行
う

農
事
組
合
法
人
に
対
す
る
補
助
金
、
田
名
部

ま
ち
な
か
地
区
都
市
再
生
整
備
計
画
の
円
滑

な
推
進
の
た
め
、
田
名
部
ま
ち
づ
く
り
株
式

会
社
に
対
す
る
出
資
金
等
を
計
上
し
た
も
の

　
　

歳
入
に
つ
い
て
は
、
国
・
県
支
出
金
に
歳

出
と
の
関
連
に
お
い
て
補
助
見
込
額
を
、
寄

附
金
に
は
教
育
費
寄
附
金
お
よ
び
医
療
施
設

整
備
事
業
費
寄
附
金
を
、
市
債
に
は
事
業
と

の
関
連
に
お
い
て
借
入
見
込
額
を
計
上
し
た

ほ
か
、
補
正
財
源
を
調
整
す
る
た
め
財
政
調

整
基
金
を
取
崩
し
た
も
の

　

・
補
正
額（
増
額
補
正
）

２
億
７
７
６
０
万
７
０
０
０
円

︻
議
案
第
50
号
︼工
事
請
負
契
約
に
つ
い
て
（
市
立

脇
野
沢
小
学
校
建
設
工
事
（
建
築
工
事
）に
係
る
工

事
請
負
契
約
を
締
結
す
る
た
め
の
も
の
）

・
契
約
の
目
的　

市
立
脇
野
沢
小
学
校
建
設
工
事

（
建
築
工
事
）

・
契
約
の
方
法　

指
名
競
争
入
札

・
契
約
の
金
額　

１
億
９
３
８
６
万
円

・
契
約
の
相
手
方　

山
内
土
木
株
式
会
社

︻
議
案
第
51
号
︼財
産
の
取
得
に
つ
い
て
（
む
つ
市

消
防
団
む
つ
消
防
団
第
３
分
団
配
備
の
消
防
ポ
ン

プ
自
動
車
を
老
朽
化
に
伴
い
更
新
す
る
た
め
の
も

の
）

・
取
得
す
る
財
産　

消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
（
Ｃ
Ａ

Ｆ
Ｓ
装
置
付
）１
台

・
契
約
の
相
手
方　

有
限
会
社
丸
栄
消
機

・
取
得
価
格　

３
７
４
７
万
６
０
０
０
円

・
契
約
の
方
法　

指
名
競
争
入
札

︻
議
案
第
52
号
︼財
産
の
取
得
に
つ
い
て
（
む
つ
市

役
所
本
庁
舎
配
備
の
除
雪
ド
ー
ザ
を
老
朽
化
に
伴

い
更
新
す
る
た
め
の
も
の
）

・
取
得
す
る
財
産　

除
雪
ド
ー
ザ（
11
ト
ン
級
）

　

１
台

・
契
約
の
相
手
方　

コ
マ
ツ
建
機
販
売
株
式
会
社 

東
北
カ
ン
パ
ニ
ー
八
戸
支
店
む
つ
営
業
所

・
取
得
価
格　

１
２
４
６
万
３
２
０
０
円

・
契
約
の
方
法　

指
名
競
争
入
札

︻
報
告
第
７
号
︼平
成
26
年
度
む
つ
市
一
般
会
計
繰

越
明
許
費
繰
越
計
算
書

　
　

平
成
26
年
度
一
般
会
計
に
お
い
て
設
定
し

て
い
た
繰
越
明
許
費
に
つ
い
て
、
繰
越
計
算

書
を
調
製
し
報
告
す
る
も
の

・
翌
年
度
繰
越
額

　

14
億
２
１
６
７
万
７
０
０
０
円

〈
主
な
事
業
名
〉

　
　
「
む
つ
市
民
間
保
育
所
施
設
整
備
助
成
事

業
」、「
生
産
振
興
総
合
対
策
事
業
（
鶏
舎
建
設

事
業
）」、「
港
整
備
交
付
金
事
業
（
浜
奥
内
漁

港
）」、「
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品
券
発
行
支
援

事
業
」、「
社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金
事
業

（
橋
梁
長
寿
命
化
修
繕
事
業
）」、「
横
迎
町
中

央
２
号
線
整
備
事
業
」、「
要
援
護
者
等
屋
内

退
避
施
設
確
保
事
業
」、
等

︻
報
告
第
９
号
︼平
成
26
年
度
む
つ
市
下
水
道
事
業

特
別
会
計
事
故
繰
越
し
繰
越
計
算
書

　
　

緑
町
地
区
に
お
け
る
下
水
道
管
渠
工
事
に

お
い
て
、
堆
積
物
除
去
に
不
測
の
日
数
を
要

し
た
事
由
に
よ
り
年
度
内
に
完
了
し
な
か
っ

た
繰
越
し
事
業
に
つ
い
て
報
告
す
る
も
の

・
翌
年
度
繰
越
額　

３
２
９
６
万
４
０
０
０
円

︻
報
告
第
25
号
︼専
決
処
分
し
た
事
項
の
報
告
及
び

承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て
（
平
成
27
年
度
む

つ
市
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
）

　
　

平
成
26
年
度
予
算
の
歳
入
に
７
億
３
０
１
９

　

万
円
の
不
足
を
生
じ
る
見
込
み
と
な
っ
た
こ

と
か
ら
、
こ
れ
を
補
填
す
る
措
置
と
し
て
平

成
27
年
度
予
算
の
歳
入
を
繰
上
充
用
す
る
た

め
専
決
処
分
し
た
も
の

むつ市議会だより
－第 224 回定例会－  平成 27 年 6 月 3 日～ 26 日

　むつ市議会第２２４回定例会が、去る６月３日から 26 日までの 24 日間の会期で開かれました。
　今定例会では 11 議案・19 報告・1 議員提出議案が上程され、審議の結果、議員提出議案は否決されましたが、そ
の他については、それぞれ可決・同意 ･ 承認されました。
　「むつ市議会だより」では、定例会におけるそれぞれの議案の審議内容、議決の結果、一般質問の要旨、各常任委員
会の活動等について、ご紹介します。

編集 むつ市議会広報広聴委員会
発行 むつ市議会
青森県むつ市中央一丁目８番１号
　　　　　　　　　　(22-1111

議会だより
２０１５．７．２４

現脇野沢中学校校舎

脇野沢小学校校舎棟

２０１５．７．２４

ま
ち
づ
く
り
倶
楽
部

街
歩
き
で
お
気
に
入
り
の
む
つ
市
を
創
ろ
う

　

昔
の
事
を
知
る
お
じ
い
ち
ゃ
ん
・
お
ば

あ
ち
ゃ
ん
と
街
を
歩
い
て
、
ク
イ
ズ
と
ア

ン
ケ
ー
ト
に
答
え
な
が
ら
楽
し
く
お
気
に

入
り
の
わ
が
街
を
創
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

〈
い
つ
〉7
月
23
日（
木
）～
8
月
23
日（
日
）

〈
ど
こ
で
〉中
央
公
民
館
中
心
の
大
湊
地
区

〈
対
象
者
〉

　

小
中
高
校
生
と
祖
父
母
や
ご
父
兄
な
ど

〈
問
題
配
布
先
〉

　

ま
ち
づ
く
り
倶
楽
部（
ト
ム
・
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
内
）

〈
そ
の
他
〉

　

良
い
ア
イ
デ
ア
を
出
し
て
い
た
だ
い
た

方
に
図
書
券
を
進
呈
し
ま
す
。

※
平
成
27
年
度
む
つ
小
川
原
地
域
・
産
業
振
興
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
支
援
事
業

問 

ま
ち
づ
く
り
倶
楽
部 

工
藤

(
24

−

４
８
９
８

浮
島
丸
下
北
の
会

第
22
回
浮
島
丸
出
港
追
悼
集
会

　

海
軍
特
設
輸
送
艦
浮
島
丸
が
大
湊
港

を
出
港
し
70
年
と
い
う
節
目
を
迎
え
ま

す
。
犠
牲
に
な
ら
れ
た
方
々
を
追
悼
し
、

少
し
で
も
ア
ジ
ア
の
平
和
へ
貢
献
で
き
れ

ば
と
思
い
ま
す
。
多
数
の
み
な
さ
ん
の
ご

参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

〈
い
つ
〉８
月
22
日 （
土
）午
後
１
時
～

〈
ど
こ
で
〉中
央
公
民
館
駐
車
場

（
雨
の
場
合
は
公
民
館
内
）

〈
参
加
費
〉無
料

※
集
会
終
了
後
、
公
民
館
で
学
習
会
を
開

催
し
ま
す
の
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

問 

浮
島
丸
下
北
の
会  

村
上

(
23

−

２
７
７
１

む
つ
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
協
会

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
無
料
体
験
の
お
誘
い

　

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
は
芝
で
覆
わ
れ
た
起
伏

の
あ
る
コ
ー
ス
を
ク
ラ
ブ
１
本
で
ボ
ー
ル

を
打
ち
カ
ッ
プ
イ
ン
す
る
ま
で
の
打
数
を

競
う
、
子
ど
も
か
ら
年
配
者
ま
で
楽
し
く

遊
べ
る
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。

　

無
料
で
ク
ラ
ブ
等
を
貸
出
し
、
楽
し
く

プ
レ
ー
で
き
る
よ
う
お
教
え
し
ま
す
。

〈
い
つ
〉８
月
２
日 （
日
）

午
後
１
時
30
分
～
４
時

〈
ど
こ
で
〉

　

石
持
ふ
れ
あ
い
グ
ラ
ン
ド
フ
ァ
ー
ム

問 

む
つ
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
協
会

大
槻 

(
０
９
０

−

２
９
５
６

−

１
８
７
０

り
ん
ど
う
の
会

毎
週
火
曜
日
は
、
七
福
で
健
康
づ
く
り

　

地
域
住
民
の
健
康
づ
く
り
を
進
め
な
が

ら
、
商
店
街
に
賑
い
を
取
り
戻
し
た
い
と

の
思
い
か
ら
、
田
名
部
駅
通
り
商
店
街
振

興
組
合
様
の
ご
協
力
を
得
な
が
ら
、「
た

ま
り
場
・
な
ご
み
」を
開
設
し
て
い
ま
す
。

〈
い
つ
〉毎
週
火
曜
日

午
前
10
時
30
分
～
午
後
０
時
30
分

〈
ど
こ
で
〉ま
ち
の
駅
七
福（
旧
石
田
文
具
店
）

〈
参
加
費
〉無
料

問 

む
つ
市
生
活
介
護
サ
ポ
ー
タ
ー
連

　

 

絡
協
議
会（
り
ん
ど
う
の
会
） 

(
31

−

０
２
４
４（
F
A
X
兼
用
）

菊
池 

(
０
９
０

−

１
４
９
４

−

５
５
４
４

　

は
じ
め
て
参
加
さ
れ
る
方
は
あ
ら
か

じ
め
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
な
お
、
お
花

と
手
芸
は
材
料
費
が
必
要
で
す
。

老
人
憩
の
家「
禄
寿
荘
」（
新
町
）

(
23

−

５
８
０
０

お
花
教
室

6
日（
木
）
・
20
日（
木
）

手
芸
教
室

4
日（
火
）
・
18
日（
火
）

詩
吟
教
室

7
日（
金
）
・
28
日（
金
）

踊
り
教
室

12
日（
水
）
・
26
日（
水
）

お
茶
教
室

6
日（
木
）
・
27
日（
木
）

習
字
教
室

14
日（
金
）

コ
ー
ラ
ス
教
室

10
日（
月
）
・
24
日（
月
）

ダ
ン
ス
教
室

12
日（
水
）
・
26
日（
水
）

カ
ラ
オ
ケ
教
室

10
日（
月
）
・
24
日（
月
）

囲
碁
・
将
棋
教
室

4
日（
火
）
・
18
日（
火
）

着
付
教
室

5
日（
水
）
・
19
日（
水
）

ダ
ン
ス
教
室
は
午
後
１
時
～
３
時
、
カ
ラ

オ
ケ
・
囲
碁
・
将
棋
教
室
は
午
後
１
時
～
４

時
、
そ
の
他
の
教
室
は
午
前
10
時
～
正
午

老
人
憩
の
家「
福
寿
荘
」（
川
守
町
）

(
29

−

１
８
０
０

詩
吟
教
室

4
日（
火
）
・
18
日（
火
）

日
舞
教
室

3
日（
月
）
・
17
日（
月
）

着
付
教
室

11
日（
火
）
・
25
日（
火
）

唱
歌
教
室

7
日（
金
）
・
21
日（
金
）

カ
ラ
オ
ケ
教
室

13
日（
木
）
・
27
日（
木
）

カ
ラ
オ
ケ
教
室
は
午
後
１
時
～
４
時
、
そ

の
他
の
教
室
は 

午
前
10
時
～
正
午

※
各
教
室
と
も
新
し
く
会
員
を
募
集
し
て
い

ま
す
。「
禄
寿
荘
」、「
福
寿
荘
」ま
た
は
各

単
位
老
人
ク
ラ
ブ
会
長
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

 

む
つ
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

﹁
生
き
が
い
サ
ー
ク
ル
﹂

８
月
の
日
程

circle 団体・サークル情報information

２０１５．７．２４

町内会 特集議会図書館 information サークル健康職員募集国際交流陸奥覧
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︻
議
案
第
42
号
︼む
つ
市
道
の
駅
整
備
基
本
構
想
策
定

委
員
会
条
例

○
質
疑　

情
報
公
開
・
傍
聴
等
は
ど
う
な
る
の
か
。

ま
た
構
想
を
策
定
す
る
と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
。

○
答
弁　

委
員
会
は
公
開
と
す
る
の
で
傍
聴
は
可
能

で
、
審
議
内
容
も
開
催
ご
と
に
概
要
を
ま
と
め
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ
す
る
予
定
で
あ
る
。

　
　

委
員
会
で
は
道
の
駅
の
運
営
コ
ン
セ
プ
ト
、
施
設

の
機
能
・
規
模
・
配
置
と
い
っ
た
整
備
計
画
、
管
理

運
営
方
法
等
を
検
討
、協
議
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

︻
議
案
第
43
号
︼む
つ
市
体
育
館
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

○
質
疑　

体
育
館
用
地
を
一
部
事
務
組
合
下
北
医
療

セ
ン
タ
ー
へ
貸
与
す
る
こ
と
と
な
っ
た
経
緯
と
今

後
の
計
画
は
。

○
答
弁　

む
つ
総
合
病
院
で
計
画
さ
れ
て
い
る
人
工

透
析
施
設
の
建
設
に
伴
い
、
体
育
館
用
地
を
む
つ

総
合
病
院
の
駐
車
場
用
地
と
し
て
使
用
し
た
い
と

の
申
し
出
が
あ
り
、
検
討
し
た
結
果
、
新
体
育
館

の
建
設
用
地
と
し
て
適
地
で
は
な
く
病
院
用
地
と

し
て
利
用
す
る
の
が
ふ
さ
わ
し
い
と
判
断
し
た
。

　
　

下
北
医
療
セ
ン
タ
ー
で
は
今
年
度
に
市
民
体
育

館
を
解
体
し
、
平
成
28
年
度
に
駐
車
場
と
し
て
整

備
す
る
計
画
と
し
て
い
る
。

︻
議
案
第
48
号
︼平
成
27
年
度
む
つ
市
一
般
会
計
補
正
予
算

○
質
疑　

人
工
透
析
施
設
整
備
事
業
の
具
体
的
内
容
は
。

○
答
弁　

下
北
地
域
に
お
け
る
透
析
患
者
の
増
加
に

対
応
し
透
析
を
必
要
と
す
る
方
す
べ
て
が
地
元
で
治

療
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
、
人
工
透
析
施
設
を

建
設
し
透
析
病
床
を
20
床
増
の
50
床
と
す
る
も
の
。

　
　

施
設
は
２
階
建
て
、
床
面
積
は
１
階
・
２
階
そ

れ
ぞ
れ
８
０
０
平
方
メ
ー
ト
ル
で
、
事
業
費
は
平

成
27
年
度
・
28
年
度
の
２
か
年
で
約
９
億
円
を
予

定
し
て
い
る
。

○
質
疑　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の
今
後
の
タ
イ
ム
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

○
答
弁　

今
年
10
月
に
個
人
番
号
の
通
知
カ
ー
ド
を

住
民
票
の
住
所
に
送
付
し
、
来
年
１
月
に
は
個
人
番

号
カ
ー
ド
の
発
行
お
よ
び
利
用
が
で
き
る
よ
う
に
な

る
。
シ
ス
テ
ム
面
に
つ
い
て
は
、
社
会
保
障
・
税
関

係
の
シ
ス
テ
ム
改
修
後
、
平
成
29
年
７
月
か
ら
他
自

治
体
等
と
情
報
連
携
が
可
能
と
な
る
予
定
で
あ
る
。

○
質
疑　

社
会
保
障
・
税
番
号
制
度
に
よ
り
何
が
変

わ
る
の
か
。

○
答
弁　

市
民
の
み
な
さ
ん
が
、
例
え
ば
児
童
手

当
等
の
所
得
と
か
税
額
に
よ
り
制
限
が
あ
る
社
会

保
障
関
係
の
給
付
を
申
請
す
る
場
合
、
こ
れ
ま
で

は
受
給
資
格
を
証
明
す
る
た
め
に
所
得
証
明
書
等

の
提
出
が
必
要
で
、
こ
れ
ら
の
資
料
を
税
務
署
や

市
の
他
の
課
等
か
ら
入
手
し
て
提
出
す
る
必
要
が

あ
っ
た
が
、
情
報
連
携
が
始
ま
れ
ば
、
市
の
窓
口

で
申
請
す
る
際
に
添
付
書
類
が
不
要
と
な
る
。

○
質
疑　

年
金
の
情
報
漏
洩
事
例
な
ど
が
報
道
さ
れ
て

い
る
が
、む
つ
市
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
に
不
安
は
な
い
か
。

○
答
弁　

制
度
面
で
は
番
号
を
含
む
個
人
情
報
、
い

わ
ゆ
る
特
定
個
人
情
報
の
収
集
や
保
管
、
フ
ァ
イ

ル
の
作
成
等
は
禁
止
さ
れ
る
。
ま
た
特
定
個
人
情

報
の
取
り
扱
い
を
監
視
、
監
督
す
る
国
の
組
織
と

な
る
「
特
定
個
人
情
報
保
護
委
員
会
」に
対
し
、
自

治
体
は
特
定
個
人
情
報
の
取
り
扱
い
を
自
ら
評
価

す
る
「
特
定
個
人
情
報
保
護
評
価
」を
実
施
し
て
委

員
会
へ
提
出
、
公
表
す
る
仕
組
み
と
な
っ
て
お
り
、

罰
則
も
強
化
さ
れ
何
重
も
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策

が
講
じ
ら
れ
る
こ
と
と
な
る
。

　
　

シ
ス
テ
ム
面
で
は
国
等
で
一
元
化
せ
ず
各
機
関
ご

と
に
分
散
管
理
す
る
こ
と
や
情
報
連
携
の
際
に
デ
ー

タ
を
暗
号
化
す
る
こ
と
、
ま
た
ア
ク
セ
ス
で
き
る
人

の
制
限
を
付
す
な
ど
の
対
策
が
講
じ
ら
れ
る
こ
と
に

な
る
。

　
　

こ
れ
ら
の
国
の
対
策
に
加
え
、
個
人
番
号
の
利
用

に
よ
る
新
た
な
事
務
の
流
れ
を
各
担
当
で
作
成
す
る

ほ
か
、
パ
ス
ワ
ー
ド
に
よ
る
担
当
者
の
ア
ク
セ
ス
制

限
を
強
化
す
る
な
ど
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
情
報
漏
洩

対
策
を
講
じ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

︻
報
告
第
９
号
︼平
成
26
年
度
む
つ
市
下
水
道
事
業
特

別
会
計
事
故
繰
越
し
繰
越
計
算
書

○
質
疑　

緑
町
地
区
に
お
け
る
下
水
道
管
渠
工
事
に

お
い
て
、
堆
積
物
除
去
に
不
測
の
日
数
を
要
し
た

と
あ
る
が
、
具
体
的
に
ど
う
い
う
こ
と
か
。

○
答
弁　

工
事
の
最
終
段
階
で
マ
ン
ホ
ー
ル
を
安
定

さ
せ
る
た
め
外
周
に
モ
ル
タ
ル
を
充
填
す
る
作
業

の
際
に
、
下
水
道
管
と
マ
ン
ホ
ー
ル
の
接
続
部
分

の
シ
ー
リ
ン
グ
が
破
損
し
、
充
填
し
た
モ
ル
タ
ル

が
マ
ン
ホ
ー
ル
内
と
下
水
道
管
内
に
流
入
し
て
堆

積
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
　

業
者
は
当
初
、
流
入
し
た
モ
ル
タ
ル
は
少
量
だ

と
想
定
し
、
モ
ル
タ
ル
の
除
去
作
業
を
進
め
て
い

た
が
、
確
認
し
た
と
こ
ろ
想
定
を
超
え
た
多
量
の

流
入
が
判
明
し
た
た
め
、
そ
の
除
去
の
た
め
の
工

法
の
選
定
や
、
機
材
の
手
配
、
モ
ル
タ
ル
除
去
後

の
管
内
の
補
修
に
時
間
を
要
し
た
こ
と
か
ら
繰
越

し
と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。

︻
報
告
第
25
号
︼平
成
27
年
度
国
民
健
康
保
険
特
別
会

計
補
正
予
算

○
質
疑　

国
保
会
計
の
現
状
と
今
後
の
見
通
し
は
。

○
答
弁　

平
成
26
年
度
の
現
状
と
し
て
は
、
平
成
25
年

度
に
策
定
さ
れ
た
国
保
財
政
健
全
化
指
針
に
基
づ
き
、

累
積
赤
字
の
解
消
に
向
け
た
一
般
会
計
に
よ
る
財
政

健
全
化
支
援
、
税
率
改
正
に
よ
る
収
入
の
確
保
の
ほ

か
、
高
額
な
医
療
費
を
伴
う
被
保
険
者
の
減
少
等
で

約
３
０
０
０
万
円
の
赤
字
額
が
圧
縮
さ
れ
た
が
、
繰

上
充
用
額
７
億
３
０
１
９
万
円
を
計
上
し
、
依
然
と

し
て
厳
し
い
財
政
運
営
を
強
い
ら
れ
て
い
る
。

　
　

今
後
の
見
通
し
と
し
て
は
、
国
保
税
の
収
入
確

保
と
医
療
費
適
正
化
を
一
層
推
し
進
め
、
医
療
保

険
制
度
改
革
に
よ
る
保
険
者
支
援
制
度
の
拡
充
も

加
え
た
平
成
27
年
度
の
決
算
見
込
み
や
平
成
28
年

度
以
降
の
動
向
等
を
考
慮
し
つ
つ
見
定
め
て
い
き

た
い
。
な
お
、
諮
問
答
申
さ
れ
た
２
回
目
の
税
率

改
正
を
含
め
た
具
体
的
な
見
通
し
に
つ
い
て
は
、

も
う
少
し
時
間
が
必
要
と
考
え
て
い
る
。

   

討
論（
反
対
討
論
）

　
　

次
の
２
議
案
・
１
報
告
・
１
議
員
提
出
議
案

に
対
し
反
対
討
論
が
あ
り
ま
し
た
︒

○
議
案
第
48
号 

平
成
27
年
度
む
つ
市
一
般
会
計
補

正
予
算

○
議
案
第
49
号 

平
成
27
年
度
む
つ
市
介
護
保
険
特

別
会
計
補
正
予
算

○
報
告
第
18
号 

専
決
処
分
し
た
事
項
の
報
告
及
び

承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て
（
む
つ
市
介
護
老

人
保
健
施
設
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
）

○
議
員
提
出
議
案
第
３
号　
「
安
全
保
障
関
連
法

案
」（
戦
争
法
案
）の
廃
案
を
求
め
る
意
見
書

  

議
員
提
出
議
案（
否
決
）

︻
議
員
提
出
議
案
第
３
号
︼

　
﹁
安
全
保
障
関
連
法
案
﹂︵
戦
争
法
案
︶の
廃
案
を

求
め
る
意
見
書

議案質疑・討論等議案賛否一覧 議案に対し、通告のあった質疑とその答弁および討論等についてご紹介します。本定例会で審議された議案の議決結果・賛否の一覧をご紹介します。

議会だより
２０１５．７．２４

議会だより
２０１５．７．２４

賛否の分かれた案件

議

決

結

果

賛否

市誠クラブ 公明・政友会 新生むつ 自民クラブ 一心クラブ 会派に属しない議員

佐
　
賀
　
英
　
生

東
　
　
　
健
　
而

石
　
田
　
勝
　
弘

上
　
路
　
德
　
昭

鎌
　
田
　
ち
よ
子

菊
　
池
　
光
　
弘

岡
　
崎
　
健
　
吾

白
　
井
　
二
　
郎

山
　
本
　
留
　
義

斉
　
藤
　
孝
　
昭

濵
　
田
　
栄
　
子

冨
　
岡
　
幸
　
夫

浅
　
利
　
竹
二
郎

中
　
村
　
正
　
志

半
　
田
　
義
　
秋

村
　
中
　
徹
　
也

大
　
瀧
　
次
　
男

富
　
岡
　
　
　
修

佐
々
木
　
隆
　
徳

横
　
垣
　
成
　
年

工
　
藤
　
孝
　
夫

佐
々
木
　
　
　
肇

川
　
下
　
八
十
美

目
　
時
　
睦
　
男

村
　
川
　
壽
　
司

◆議案第 48 号 平成 27 年度むつ市一般会
計補正予算

原案
可決 20：3 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ● ○

◆議案第 49 号 平成 27 年度むつ市介護保
険特別会計補正予算

原案
可決 20：3 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ● ○

◆議案第 13 号 専決処分した事項の報告
及び承認を求めることについて（むつ市
税条例等の一部を改正する条例）

承認 22：1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ● 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

◆議案第 18 号 専決処分した事項の報告
及び承認を求めることについて（むつ市
介護老人保健施設条例の一部を改正す
る条例）

承認 20：3 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ● ○

◆議員提出議案第３号 「安全保障関連法
案」（戦争法案）の廃案を求める意見書 否決 5：15 ● ○ 退 ● ● ● ○ ● － ● 退 ● ● ● ● 欠 ● 退 ● ○ ○ ● ● ○ ●

会派名
議員氏名

議案名

※○は賛成、●は反対、「欠」は欠席または採決の際に不在の者、「退」は退席、「除」は除斥（地方自治法第 117条の規定により、審議事件と一定の利害関係
を有するため審議に参与することができない者）。議長（山本留義）は採決に加わらない。（全議員 25名　採決対象議員数 24名）

◆議案第 52号　財産の取得について（むつ市役所本庁舎配備
の除雪ドーザを老朽化に伴い更新するためのもの）
◆報告第12号　専決処分した事項の報告及び承認を求める
ことについて（むつ市市民協働まちづくり会議条例及びむつ
市男女共同参画推進委員会条例の一部を改正する条例）
◆報告第14号　専決処分した事項の報告及び承認を求める
ことについて（むつ市国民健康保険税条例の一部を改正す
る条例）
◆報告第15号　専決処分した事項の報告及び承認を求める
ことについて（むつ市半島振興対策実施地域に係る固定資
産税の特別措置に関する条例の一部を改正する条例）

◆報告第16号　専決処分した事項の報告及び承認を求める
ことについて（旧川内町、旧大畑町及び旧脇野沢村過疎地域
における固定資産税の特別措置に関する条例の一部を改正
する条例）
◆報告第17号　専決処分した事項の報告及び承認を求めるこ
とについて（むつ市国民健康保険条例の一部を改正する条例）
◆報告第 20号　専決処分した事項の報告及び承認を求める
ことについて（平成 26年度むつ市国民健康保険特別会計補
正予算）
◆報告第 21号　専決処分した事項の報告及び承認を求めるこ
とについて（平成26年度むつ市下水道事業特別会計補正予算）
◆報告第 22号　専決処分した事項の報告及び承認を求める
ことについて（平成２６年度むつ市公共用地取得事業特別会
計補正予算）

◆報告第 23号　専決処分した事項の報告及び承認を求める
ことについて（むつ市介護保険条例の一部を改正する条例）
◆報告第 24号　専決処分した事項の報告及び承認を求めるこ
とについて（平成２７年度むつ市介護保険特別会計補正予算）
◆報告第 25号　専決処分した事項の報告及び承認を求める
ことについて（平成２７年度むつ市国民健康保険特別会計補
正予算）

→

全会一致で原案可決 ･ 同意 ･ 承認となった案件および報告の
みの案件：6 月 18 日採決　【欠席（不在）1： 村中徹也】
◆議案第 46号　むつ市固定資産評価審査委員会の委員に選
任する者につき同意を求めることについて

◆議案第 47号　人権擁護委員の候補者に推薦する者につき
意見を求めることについて
◆報告第７号　平成 26年度むつ市一般会計繰越明許費繰越
計算書

◆報告第８号　平成 26年度むつ市一般会計事故繰越し繰越
計算書

◆報告第９号　平成 26年度むつ市下水道事業特別会計事故
繰越し繰越計算書

◆報告第10号　平成 26年度むつ市水道事業会計継続費繰越
計算書

◆報告第11号　専決処分した事項の報告について（和解及び
損害賠償の額を定めることについて）

◆報告第19号　専決処分した事項の報告及び承認を求める
ことについて（平成 26年度むつ市一般会計補正予算）

全会一致で原案可決 ･ 承認となった案件：6 月 26 日採決
【欠席（不在）1： 村中徹也】
◆議案第 42号　むつ市道の駅整備基本構想策定委員会条例
◆議案第 43号　むつ市体育館条例の一部を改正する条例
◆議案第 44号　青森県市町村職員退職手当組合を組織する
地方公共団体数の減少及び青森県市町村職員退職手当組合
規約の変更について

◆議案第 45号　青森県市町村総合事務組合を組織する地方
公共団体数の減少及び青森県市町村総合事務組合規約の変
更について
◆議案第50号　工事請負契約について（市立脇野沢小学校建設
工事（建築工事）に係る工事請負契約を締結するためのもの）
◆議案第 51号　財産の取得について（むつ市消防団むつ消防
団第３分団配備の消防ポンプ自動車を老朽化に伴い更新す
るためのもの）
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●質問　コンパクトシティ
のまちづくりについて、
モデル地域を設定し着手するのか。

●答弁　田名部まちなか再生事業は民間主
導によって進められ、歩いて暮らせるま
ちづくりであり、いうなれば、コンパク
トシティ構想における先導的なモデル
ケースであると考えている。

●質問　地場産業育成の取り組みについて、
地場産業の振興を図るために考えている
基本的な方針は。

●答弁　１次産業を生業として努力してい
る生産者の所得向上を図るため、安定生
産に資する施策に加え、高付加価値化や
ブランドの拡大などの支援をしていく。

※上記のほか「国道 338 号大湊Ⅱ期バイパ
スについて」、「当地域を震源として４月
23 日に発生した地震について」 の質問が
ありました。

●質問　「空家等対策の推
進に関する特別措置法」
でむつ市はどのように変わるのか。

●答弁　命令に従わなければ 50 万円以
下の過料が科せられる他、行政代執行
が可能になる。

●質問　小・中学校の通学路にある空き
家に対しての措置は今後どうするのか。

●答弁　どこの空き家を解体していくか
については、空き家の計画を立てて、む
つ市としてどこが特定空家に該当するの
か等を明確にしたうえで進めていくこと
だと考えており、個別の事案については
その後に議論する事項だと考えている。

●質問　民生委員協力員制度導入について
●答弁　民生委員の負担軽減と新たな地

域福祉の担い手を確保することが必須
であると考えていることから今後研究
していきたい。

●質問　就任１年を迎えた
現在の心境は。

●答弁　１分１秒を無駄にすることなく、
自分自身の成長がむつ市の成長につなが
ると信じ、１日１日を大切にしている。

●質問　日本の安保政策の歴史的転換につ
いて、自衛隊が所在する自治体の長とし
ての考えは。

●答弁　あえて自衛隊の所在する自治体の
長としての認識を申し上げれば、我が国
の国際情勢が日々刻々と変化していく中
で世界平和を維持するために、国際社会
での協力体制は欠かせないもので、今後、
自衛隊の役割も増大するものと認識して
いる。

※上記のほか「「空家等対策の推進に関する
特別措置法」の全面施行に関連して」、「観
光交流センター「北の防人大湊　安渡館」
の活性化について」 の質問がありました。

大瀧 次男 議員菊池 光弘 議員浅利 竹二郎 議員

●質問　町内自治およびき
め細かい交流の観点から
敬老会を見直してはどうか。

●答弁　まだ新しい形で始めたばかりな
ので、当面は現行のままで行っていく。
ただし、市民や関係者の意見を伺いつ
つ考えていきたい。

●質問　中学校の部活動の種目を生徒の
意思によるアンケート等で確認してみ
たり、また、見直しのできる環境づく
りについて。

●答弁　部活動の再編が必要であると判
断した場合については、生徒の意思確
認のためのアンケート調査等が実施さ
れる。保護者から要請があった場合は、
今後の児童・生徒数を勘案し、さまざ
まな視点から協議をしていく。最終的
には各学校での総合的判断に委ねるこ
ととなる。

●質問　むつ市創生につい
て、地域経済活性化のた
めには外貨を稼ぐ水産加工、製造業の
育成が必要と思われるが、大畑地域の
加工団地に対しソフト、ハード面での
補助制度はあるのか。

●答弁　今年度水産庁の新規事業で「水産
物輸出倍増環境整備対策事業」がある。
水産加工施設の改修整備によりハサッ
プ認定促進を目的とした事業である。
また、現在、魚市場整備でも活用して
いる「産地水産強化支援事業」もあり要
望があれば丁寧に対応していく。

●質問　国有林については下北森林管理
署と密接に連絡を取り、森づくりの林
業と雇用安定や拡大に努力するべきと
思うが。

●答弁　努力していく。

●質問　生活困窮者自立支
援法と生活保護法との違
いについて。

●答弁　生活困窮者を側面から就労や住
居等について支援するもので、生活保
護に至る前の段階で積極的に自立支援
するための法律である。

●質問　支援員の運営主体と人数は。また
支援員に国からの交付税措置はあるのか。

●答弁　支援員は直営で市職員は２名増
員となる。交付税は国から４分の３が
措置される。

●質問　ハローワークとの連携について。
●答弁　支援員はハローワークと連携し、

就労の機会の提供や、就労に必要な訓
練を日常生活自立、社会生活自立段階
から有期で実施する等が考えられる。

※上記のほか「漁業振興について」、「下水発
電の利用について」 の質問がありました。

佐賀 英生 議員濵田 栄子 議員東　健而 議員

●質問　六ヶ所再処理施設、東通原発、大間原
発で同時に事故・災害が発生した場合を想定
した避難計画は検討しているのか。

●答弁　大間原発が稼働した場合、東通原発を
想定した場合より 6,300 人多い５万 9,700 人が対象となり、
大間原発が完成する 2020 年 12 月をめどに原子力避難対策検
討会で計画されると思われる。

●質問　制度改正による貸切バス料金値上げに対し、父母の負担軽減
を図るため高校通学家庭に支援金（補助金）を支給する考えはないか。

●答弁　厳しい財政事情から支援は難しいが、国に対し地域性
を考慮した対策と、教育関係の利用に配慮した措置を今後も
要望していく。

※上記のほか「空き家対策について」 の質問がありました。

目時 睦男 議員

●質問　政府の地方創生施策に対し、むつ市で
はどのような事業を考えているのか。

●答弁　当市としては国からの支援を活用すべ
く、創意工夫しながら将来にわたって活力あ
るむつ市の維持、発展につながる施策を展開していきたい。

●質問　むつ・下北地方の経済活性化をどのように考えているの
か。

●答弁　雇用の増加や人口減少の歯止めと当市が抱える課題解決
のため、１次産業の支援および観光施策を積極的に実施して
いきたい。

※上記のほか「市長の政治姿勢について」、「廃校後の処置につい
て」、「認知症高齢者について」 の質問がありました。

半田 義秋 議員

●質問　空き家対策につい
て。

●答弁　防災や衛生、景観など分野横断
的な対策を記載し、統合的な計画策定
に官民一体となり協議会を設立させ着
手する。

●質問　子育て支援・学童保育充実につ
いて。

●答弁　むつ地区８校、川内地区１校の
合計９校で実施。待機児童はいない。
課題は長期休業等の朝開設時間午前７
時 45 分の見直しであり内部で検討中
である。

●質問　教育環境の整備、スクールバス
運行事業は地域事情を考慮できないか。

●答弁　６地区・13 路線でバス事業者に
委託契約し、統廃合により閉校した学
区を対象に安全確保と保護者の経済負
担軽減のために行っている。

●質問　燧岳（ひうちだけ）地
熱発電関連事業について。

●答弁　燧岳周辺での地熱利用について、
連携協定を結んだ弘前大学北日本新エネ
ルギー研究所と協力し地熱資源を確認す
るための地表調査に着手する。地表調査
は石油天然ガス金属鉱物資源機構の助成
金を活用し７月から来年２月まで実施、
有望地が見つかった場合、来年度以降は
掘削調査などに取り組みたい。発電所操
業までには一般的に約 10 年必要。

●質問　燧岳、地熱発電、山の湯温泉、
不動の滝並びに三階の滝のコントラス
トを活かし（仮称）後期高齢者憩いの家
建設を。

●答弁　憩いの家建設については現時点
では難しいが、世界最大の露天風呂で
あるアイスランドのブルーラグーン下
北版のような夢を追いかけていきたい。

●質問　森林伐採後の自然
災害発生防止を目指す林
業の施業方法を行う必要がある。その
ためにも災害危険流域は杉の植林はせ
ず広葉樹の天然林として育成する方法
にすべき。

●答弁　指摘の箇所は川内町畑地区畑沢
渓流を含む国有林であるが、民家 42
戸および地区公民館と神社が保全対象
で土石流危険箇所に指定されている。
平成 20 年県事業により砂防堰堤も建
設されている。下北森林管理署では杉
等の針葉樹を植栽する計画と伺ってい
るが、市としては保水力の高い広葉樹
等の植栽を要望していく。

※上記のほか「害虫対策について」 の質問
がありました。

鎌田 ちよ子 議員川下 八十美 議員工藤 孝夫 議員

●質問　創業支援事業計画の概
要とむつ市の役割について。

●答弁　産業競争力強化法に基づき「むつ
市創業支援事業計画」を策定し５月 20 日
に認定を受けた。経営・財務・人材育成・
販路開拓などのノウハウを学ぶ「創業塾」
の開催や、相談窓口を商工観光課に一元
化するなど支援体制を整えて年間 18 名
以上の創業・起業を目標に掲げている。

●質問　第３次産業におけるイノベー
ションと生産性の向上について。

●答弁　むつ市における就業者の 71.5％を占め
ている。活性化の支援策として、経営基盤強
化のための資金調達支援やプレミアム商品券
発行事業など行っている。「むつ市総合戦略」
の中でも第３次産業へのアプローチによる働
く場の確保についてもしっかり議論する。

※上記のほか「自治体の投資による経済波及効果につ
いて」、「教育行政について」 の質問がありました。

●質問　来さまい館、中央
公民館、むつ総合病院に
も期日前投票所を開設すべきと思うが。

●答弁　社会情勢の推移も参考にし研究
していく。

●質問　苫生小学校などで実施した花の
まちづくり活動を通したコミュニティ
づくりへの市の支援策は。

●答弁　すばらしい活動だと思う。詳し
い情報提供があれば、市として対応を
検討したい。

●質問　燧岳（ひうちだけ）周辺地熱発電事業
の発電量の推定はいつ頃発表できるのか。

●答弁　来年度以降に予定されている掘
削調査後になる。

●質問　地熱発電事業に対応して、市の
組織を強化する必要があると思うが。

●答弁　事業の推移を見ながら適宜体制
を見直していく。

●質問　この３年間の落札
率はどのようになってい
るか。総務省は「指名競争入札は談合
が行われやすい」と努力義務だが、「一
般競争入札にすべき」と指導している。
県内 10 市の中でむつ市のみ指名競争
入札となっていることは問題である。
総務省の指導に従い一般競争入札に改
めるべき。

●答弁　落札率は、平成 24 年度 95.1％、
平 成 25 年 度 95.4 ％、 平 成 26 年 度
95.0％となっている。むつ市は、地元
発注による地域経済の活性化や適正な
受注価格による品質確保に重点を置
き、指名競争入札を採用している。

※上記のほか「合併について」、「原子力
について」 の質問がありました。

中村 正志 議員石田 勝弘 議員横垣 成年 議員

第２回 むつ市議会議会報告会および市民との意見交換会に
ご来場いただきありがとうございました。

　むつ市議会は、議会活動に関する情報公開を徹底するとともに、市民に対する説明責任を十
分に果たし、市民の意見を議会活動に反映させることを目的として、昨年７月の開催以来２度
目の議会報告会および市民との意見交換会を5月28日（木）と6月1日（月）に開催しました。
　今回も、前回同様 25人の議員が市内 4会場に分かれて開催しましたが、私たちの周知不足
などもあり、参加者が前回より減少する結果となりました。お忙しい中ご参加いただきました
市民のみなさまに、心より感謝申し上げます。
　みなさま方からいただきましたご意見・ご提言等につきましては、今後のむつ市議会の議会
運営に反映させ、より良い方向で、むつ市の未来のための政策提言としていくよう、議員一同
努力してまいりますので、今後ともよろしくお願いいたします。

一般質問一般質問 このページでは一般質問の内容を一部要約してご紹介します。(議員が作成した原稿により掲載しています。)6 月12日、15日、16日、17日の４日間で、14人の議員が一般質問を行いました。

議会だより
２０１５．７．２４

議会だより
２０１５．７．２４

○参加状況調べ

男性 女性 合計

5 月 28 日 20 名 3 名 23 名

6 月   1 日 22 名 3 名 25 名

合　計 42 名 6 名 48 名

男女割合 87.5% 12.5% 100%

北
の
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人
大
湊
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渡
館

︵
５
月
28
日
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○
所
管
事
務
調
査

・
指
定
避
難
場
所
の
整
備
状
況
に
つ
い
て

・
小
・
中
学
校
の
耐
震
対
策
状
況
に
つ
い
て

︻
産
業
建
設
常
任
委
員
会
︼

○
６
月
18
日
付
託
議
案
審
査

　

産
業
建
設
常
任
委
員
に
付
託
さ
れ
た
２
議
案
・

１
報
告
に
つ
い
て
関
係
部
長
等
の
出
席
を
求
め
審

査
を
行
い
、
２
議
案
・
１
報
告
全
て
に
つ
い
て
全

会
一
致
で
原
案
の
と
お
り
可
決
・
承
認
す
べ
き
も

の
と
決
定
し
た
。

︵
委
員
会
審
査
に
お
け
る
主
な
る
質
疑
︶

・
議
案
第
42
号 

む
つ
市
道
の
駅
整
備
基
本
構
想
策

定
委
員
会
条
例

Ｑ
基
本
構
想
の
基
本
と
は
ど
の
程
度
ま
で
と
考
え

て
い
る
の
か
。
ま
た
策
定
に
は
ど
れ
く
ら
い
の

期
間
を
予
定
し
て
い
る
の
か
。

Ａ
策
定
委
員
会
で
は
運
営
の
コ
ン
セ
プ
ト
、
施
設

の
機
能
、
規
模
、
配
置
と
い
っ
た
整
備
計
画
、

管
理
運
営
方
法
等
に
つ
い
て
検
討
、
協
議
を
す

る
予
定
で
あ
る
。
ま
た
、
策
定
期
間
は
平
成
27

年
度
と
28
年
度
の
２
か
年
と
し
、
委
員
会
の
開

催
は
13
回
程
度
を
見
込
ん
で
い
る
。

Ｑ
市
民
の
意
見
を
ど
の
よ
う
な
形
で
取
り
入
れ
て

い
く
の
か
。

Ａ
各
種
ア
ン
ケ
ー
ト
や
住
民
の
意
見
を
取
り
入
れ

る
よ
う
な
調
査
等
も
検
討
し
な
が
ら
、
構
想
案

が
ま
と
ま
り
次
第
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
実

施
し
、
そ
の
結
果
を
十
分
に
反
映
さ
せ
最
終
的

な
素
案
と
し
て
取
り
ま
と
め
た
い
。

︻
そ
の
他
の
活
動
︼

○
行
政
視
察（
５
月
12
日
～
15
日
）

・
道
の
駅「
能
登
食
祭
市
場
」に
つ
い
て（
石
川
県
七

尾
市
）

・
道
の
駅「
あ
ら
い
」に
つ
い
て（
新
潟
県
妙
高
市
）

○
所
管
事
務
調
査

・「
北
の
防
人
大
湊
安
渡
館
」開
館
後
の
現
状
と
今

後
の
見
通
し
に
つ
い
て

・「
み
ど
り
の
さ
き
も
り
館
」開
館
後
の
現
状
と
今

後
の
見
通
し
に
つ
い
て

・「
道
の
駅
」の
現
況
と
今
後
の
見
通
し
に
つ
い
て

︻
民
生
福
祉
常
任
委
員
会
︼

○
６
月
18
日
付
託
議
案
審
査

　

民
生
福
祉
常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
２
議
案
・

７
報
告
に
つ
い
て
関
係
部
長
等
の
出
席
を
求
め
審
査

を
行
い
、
議
案
第
49
号
、
報
告
第
18
号
に
つ
い
て
は
、

反
対
討
論
が
あ
っ
た
が
、
賛
成
多
数
で
原
案
の
と
お

り
可
決
・
承
認
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
、
ほ
か
１
議

案
・
６
報
告
に
つ
い
て
は
全
会
一
致
で
原
案
の
と
お

り
可
決
・
承
認
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
た
。

（
委
員
会
審
査
に
お
け
る
主
な
る
質
疑
）

・
報
告
第
25
号 

専
決
処
分
し
た
事
項
の
報
告
及
び

承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て
（
平
成
27
年
度

む
つ
市
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
）

Ｑ
平
成
25
年
度
に
策
定
し
た
財
政
健
全
化
指
針
に

基
づ
く
国
保
会
計
の
赤
字
解
消
計
画
は
順
調
に

進
ん
で
い
る
の
か

Ａ
税
率
改
正
時
に
平
成
26
年
度
は
８
８
０
０
万
円

ほ
ど
の
赤
字
と
想
定
し
て
い
た
が
、
決
算
見
込

み
で
は
実
質
１
７
０
０
万
円
ほ
ど
の
赤
字
と
な

り
７
０
０
０
万
円
ほ
ど
圧
縮
し
た
こ
と
に
な
る
。

ま
た
、
平
成
27
年
度
に
医
療
保
険
制
度
改
革
に

伴
う
保
険
者
支
援
制
度
が
拡
充
さ
れ
た
た
め
、

予
定
よ
り
早
く
赤
字
が
解
消
で
き
る
可
能
性
も

あ
る
が
、
医
療
費
が
年
々
増
加
し
て
お
り
予
断

を
許
さ
な
い
状
況
に
あ
る
。

︻
そ
の
他
の
活
動
︼

○
行
政
視
察（
５
月
19
日
～
22
日
）

・
高
齢
者
対
策
に
つ
い
て（
広
島
県
三
原
市
）

・
高
齢
者
対
策
に
つ
い

て（
愛
媛
県
今
治
市
）

○
所
管
事
務
調
査

・
キ
ッ
ズ
パ
ー
ク
運
営

事
業
の
現
状
と
今
後

の
見
込
み
に
つ
い
て

・
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
事

業
の
現
状
と
今
後
の

見
込
み
に
つ
い
て

常任委員会活動報告各常任委員会での審査内容や委員会の活動についてご紹介します。

※議会だよりでお知らせした内容の詳細については、今後ホームページ等で公表される会議録をご覧ください。

　
編
集
後
記

　

今
定
例
会
に
お
い
て
全
国
市
議
会
議
長
会
特

別
表
彰
お
よ
び
一
般
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
工

藤
孝
夫
議
員
︵
在
職
25
年
以
上
︶︑
石
田
勝
弘
議
員

︵
在
職
20
年
以
上
︶︑
富
岡
幸
夫
議
員
︵
在
職
15
年

以
上
︶︑
中
村
正
志
議
員
︵
在
職
15
年
以
上
︶︑
富

岡
修
議
員︵
在
職
15
年
以
上
︶︑
白
井
二
郎
議
員︵
在

職
15
年
以
上
︶︑
目
時
睦
男
議
員
︵
在
職
10
年
以

上
︶︑
受
賞
大
変
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
言
葉

で
は
あ
ら
わ
せ
な
い
さ
ま
ざ
ま
な
ご
苦
労
を
経
験

さ
れ
た
賜
物
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　

広
報
広
聴
委
員
会
に
お
い
て
は
委
員
長
を
含
め

３
名
が
受
賞
を
さ
れ
︑
広
報
広
聴
活
動
に
お
け
る

議
論
が
な
お
一
層
深
ま
る
も
の
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

　
﹁
議
会
だ
よ
り
﹂も
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
か
ら
２
回
目

の
発
行
を
迎
え
︑
市
民
の
み
な
さ
ま
の
ご
意
見
を

反
映
す
る
議
会
で
あ
る
と
共
に
︑
な
お
一
層
親
し

み
や
す
い
広
報
紙
面
づ
く
り
に
委
員
一
同
︑
鋭
意

努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ご意見・ご感想はこちらまで

むつ市議会広報広聴委員会（議会事務局内）
〒035-8686　青森県むつ市中央一丁目８番１号
　　　　　　　　　　　　　　(0175-22-1111
【広報広聴委員会　委員名簿】
◎委員長　中村 正志　○副委員長　上路 德昭
　目時 睦男、佐賀 英生、濵田 栄子
　富岡 　修、菊池 光弘、岡崎 健吾

【むつ市議会ホームページ】
 H http://www.city.mutsu.lg.jp
　　　　のバナーから アクセスしてください。

議会だより
２０１５．７．２４

ね
こ
の
風
つ
く
り
工
場

 

み
ず
の 

よ
し
え
／
作

ホ
ー
ム
メ
イ
ド
ア
イ
ス
バ
ー

 

荻
田 

尚
子
／
著

日
本
の
最
も
美
し
い
図
書
館

 

株
式
会
社
エ
ク
ス
ナ
レ
ッ
ジ
／
編

　

歴
史
的
な
建
物
を
今
も
使
い
続
け
て
い

る
レ
ト
ロ
図
書
館
か
ら
モ
ダ
ニ
ズ
ム
図
書

館
、
最
新
の
図
書
館
ま
で
。
読
書
に
集
中

で
き
な
く
な
る
ほ
ど
美
し
い
41
館
を
厳
選
。

　

ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
メ
ー
カ
ー
な
し
で
作
れ

る
、
簡
単
ア
イ
ス
キ
ャ
ン
デ
ィ
ー
の
本
。
専
用

の
キ
ャ
ン
デ
ィ
ー
型
が
な
く
て
も
大
丈
夫
。
牛

乳
パ
ッ
ク
や
紙
コ
ッ
プ
、シ
リ
コ
ン
カ
ッ
プ
な
ど
、

身
の
ま
わ
り
の
道
具
で
み
ち
が
え
る
ほ
ど
か

わ
い
く
で
き
る
ア
イ
デ
ィ
ア
は
必
見
で
す
。

　

町
外
れ
の
工
場
で
働
く
ね
こ
た
ち
。
こ

の
工
場
の
丸
い
タ
ン
ク
か
ら
出
て
く
る
の
は

そ
の
日
１
日
町
を
吹
き
抜
け
る
風
で
し
た
。

今
日
は
ど
ん
な
風
が
作
ら
れ
る
の
で
し
ょ

う
。
思
い
が
け
な
い
こ
と
が
起
こ
る
工
場
の

毎
日
を
描
い
た
３
つ
の
お
は
な
し
。

　このほかの新着図書は、

『図書館だより』（毎月上旬

発行・館内にて配布）をご

覧ください。『図書館だより』

は、市ホームページからも

ご覧いただけます。

【駐車場のご案内】
　土・日・祝祭日は、隣接

する（株）青工様、下北建設

業協会様のご厚意で両社

の駐車場が利用できます。

問市立図書館(28-3500

H  http://www.city.mutsu.lg.jp

問 むつ市消費生活センター（商工観光課内）
☎ 22-1353（直通）または☎ 22-1111内線 2644
〈土曜、日曜、祝日、お急ぎの場合などは〉
 全国共通消費者ホットライン(局番なし118

消費生活センターだより

　

こ
こ
数
年
、
個
人
情
報
流
出
や
漏
え
い
、
紛
失
に
関
す
る
事
件
が

増
え
て
い
ま
す
。
誰
も
が
、「
自
分
の
情
報
が
流
出
し
た
の
か
。
悪

用
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
。」と
不
安
に
な
り
ま
す
が
、
そ
の
心
理
を

突
い
た
悪
質
な
勧
誘
や
、
不
審
な
電
話
が
増
え
る
傾
向
に
あ
り
、
流

出
し
た
個
人
情
報
の
削
除
を
持
ち
か
け
る
詐
欺
も
増
え
て
い
ま
す
。

◎
相
談
事
例

　

消
費
者
セ
ン
タ
ー
を
名
乗
る
人
か
ら
電
話
が
あ
り
、「
あ
な
た
の

個
人
情
報
が
３
社
に
漏
え
い
し
、
２
社
に
つ
い
て
は
削
除
で
き
た
。

残
り
の
１
社
分
は
、
代
理
人
を
登
録
す
る
必
要
が
あ
り
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
団
体
が
あ
な
た
の
代
理
人
を
引
き
受
け
て
く
れ
る
と
言
っ
て

い
る
。」と
説
明
を
受
け
た
。
も
う
す
ぐ
そ
の
団
体
か
ら
電
話
が
来
る

予
定
だ
が
、
本
当
に
信
用
し
て
良
い
か
。

◎
対
処
法

　

国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
、
日
本
年
金
機
構
な
ど
の
公
的
機
関
の
職
員

が
「
流
出
し
た
個
人
情
報
を
削
除
す
る
。」な
ど
と
電
話
を
す
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
。
相
手
に
せ
ず
、
す
ぐ
に
電
話
を
切
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

５
月
下
旬
、
県
内
で
も
同
様
の
内
容
で
、
消
費
者
セ
ン
タ
ー
職
員

を
名
乗
る
不
審
電
話
が
あ
っ
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
県
内

の
自
治
体
に
設
置
さ
れ
て
い
る
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で
は
、
個
人
宅
に

電
話
を
し
て
被
害
救
済
を
持
ち
か
け
る
こ
と
は
絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
。

　

一
度
流
出
し
て
し
ま
っ
た
個
人
情
報
を
完
全
に
消
去
す
る
事
は
不

可
能
で
す
か
ら
、
今
後
、
悪
質
商
法
の
対
象
者
リ
ス
ト
に
載
る
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。

　

詐
欺
被
害
に
遭
う
き
っ
か
け
の
多
く
は
電
話
勧
誘
で
あ
り
、
対
象

は
高
齢
者
で
す
。
少
し
で
も
疑
問
や
不
安
を
感
じ
た
時
は
、
絶
対
に

ひ
と
り
で
は
判
断
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　

も
し
、
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
を
名
乗
る
電
話
が
来
た
場
合
は
、
連

絡
先
と
担
当
者
名
を
聞
い
た
上
で
い
っ
た
ん
電
話
を
切
り
、
む
つ
市

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
へ
連
絡
を
し
て
く
だ
さ
い
。

個人情報の削除を呼びかける詐欺に注意Vol.36

８月 27 日（木）は休館日

※
各
常
任
委
員
会
の
行
政
視
察
報
告
書
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。
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健康マイレージポイントについて
下記のマークがついている事業は、健康
マイレージのポイント対象事業です。参
加することで、ポイントがゲットできま
す。 健康マイレージ100ポイント

問 むつ市消費者の会事務局（市商工観光課内）
☎ 22-1111内線 2643

・応募者多数の場合は抽選となります。
・有償での取引はご遠慮ください。
・ゆずってもらう方が、ゆずってくれる方の所へ取り
に行くことになります。

不用品活用登録銀行

ゆずります（受付期間 7 月 24 日～ 8 月 14 日）

・自転車子供用（男子）
・鉄道データファイル27冊セット
・柔道着Ｍサイズ・男児洋服（140cm）

ゆずってください
・むつ中学校指定リュック
・洗濯機（二層式・全自動問わず）
・エンジンチェーンソー・電動自転車
・二人掛けソファー・４人掛け食卓テーブルイスセット

①大根をすりおろし、小口切りにした小ねぎを加える。

②①に小麦粉、片栗粉、桜えびを混ぜ合わせて、ごま油

をひいたフライパンで両面をこんがり焼く。（生地がや

わらかすぎるときは粉を追加する）

【1人分栄養量】131キロカロリー、塩分相当量 0g

もちもち大根もち（4人分）

大根……………………200g

小麦粉………………… 50g

片栗粉………………… 50g

桜 え び ……………………5g

小 ね ぎ ……………3 ～ 4 本

ごま油……………大さじ 1

お好みでソース少々

材料

作り方

簡単にできる健康レシピ

レシピは、市ホームページへ掲載するほか、本庁舎・
各庁舎でも配布しています。

食改さ～ん！ウォッチング①
私たちの健康は私たちの手で

むつ市食生活改善推進員の活動を紹介していきます。

【夢のとびら教室 in脇野沢小学校】
　3～ 6年生の職場体験の一環として開かれた「夢のとび
ら教室」にお邪魔して、食改として地域で食事からの健康
づくりを行なっていることを紹介し、簡単にできる「もちも
ち大根もち」を一緒につくりました。健康のためには食事、

運動、睡眠が大切であると伝えてきました。

対象　食生活改善推進員はより良い食生活
の普及に努め、地域での食を通じた健
康づくりを広める活動をしている団体で
す。
　栄養や調理の基本を身につけ、バラ
ンスのとれた献立づくりができるよう、
調理実習中心の内容です。今年度はむ
つ地区で開催します。

 
9 月 10 日、10 月 1 日、21 日、11 月 18 日、
12 月 3 日、12 月 24 日の全 6 回

（午前 10 時から午後 3 時頃）　

第 1 回は市役所本庁舎、そのほかは下
北文化会館で開催。
※各地区各庁舎より送迎バスが出ます。

むつ市在住で養成講座修了後ボラン
ティア活動が可能な方

15 名・無料

8 月 21 日（金）

いつ

問 健康推進課予防担当　☎22-1111内線2584食生活改善推進員 養成講座 参加者募集！

どこで

対象定員・受講料

申込締切

8 月の在宅当番医

8月の献血受付日程

健康マイレージ100ポイント

18日（火）　むつ年金事務所　

19日（水）　JA十和田おいらせむつ支店

　　　　　ケーズデンキむつ店

24日（月）　むつ警察署　　　　 　
　　　　 　

10：45～ 12：00

13：30～ 16：30

9：30～ 11：00

12：30～ 16：00

10：45～ 12：00

13：30～ 16：00

問 病院案内（下北消防本部）☎23-3999

〈時　間〉 午後 7 時～ 10 時
※変更となる場合がありますので予めご確認ください

中 央 レ デ ィ ス ク リ ニ ッ ク

角 田 整 形 外 科 医 院

菊 池 医 院

中 央 内 科 ク リ ニ ッ ク

ふ じ た 脳 神 経 ク リ ニ ッ ク

   2日（日）

 9日（日）

  16日（日）

  23日（日）

  30日（日）

(24-3151

(22-7945

(24-1276

(28-4550

(24-5557

　18 日は、むつ年金事務所主催による肺年齢測定などの健康ブース
も同時開催します。

～夫婦・家族での参加大歓迎～

８月開催！ハローベビー教室

　妊婦さんや旦那さん同士で、おしゃべりしながら、体
験を中心に楽しく勉強しています。妊婦さんのみの参加
や里帰りされている妊婦さんの参加も大歓迎です！
　日程・受付時間などは、市ホームページや「健康づく
りカレンダー」をご覧頂くか、お電話にてご確認し、お
申し込みください。みなさんの参加、お待ちしています！

町内会 特集議会図書館 information サークル健康職員募集国際交流陸奥覧
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モチモチでおいしい～！
家でも作ってみたいです！

健康マイレージ100ポイント

5月の値 前年同月 （前年同月比）
総排出量 2,217 t 2,345 t （-128t）
資源回収量 201 t 203 t （-2t）
資源回収割合 9.1 % 8.7 % （+0.4 ポイント）

市民一人一日
の排出量

1,173 g 1,224 g （-51g）

むつ市月間
ごみ総排出量 平成 27年 5月分　市環境政策課調べ

目指せ ごみ減量　資源回収にご協力を！

【参考】Ｈ25一人一日あたりの排出量
　　　　　　　　全国 平均 958g　青森県平均 1,069g/日

むつ市特定健診受診率アップキャラクター

うまいのパクちゃん

次号は 8月25日（火）の発行となります。
通常は毎月 25 日に発行

広報
むつ

☆下１段（縦 5.2cm ×横 18.1cm） ………24,000 円

☆下１段の 1/2（縦 5.2cm ×横 9.0cm）…12,000 円

有料広告募集中！

問  政策推進課広報室( 22-1111 内線 1116

広報
むつ

問 健康推進課保健担当
☎22-1111内線 2577
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右／田名部高校で別れを惜しむ生徒
下／冷水でダン・ディ・ジュリオ市長

　先月に続き、姉妹都市盟約締結 20周
年を祝うためにポート・エンジェルス市
から5月にむつ市を訪れた訪問団の活
動、むつ市へ対する思いを紹介します。
　5月17日（日）はホストファミリーデーと
いうことで、ポート・エンジェルス市から
の12名の半分以上は自由行動になりま
した。午前中はむつ国際交流協会（MIRA）
の坂本会長の日本料理教室が開催され、
ホストファミリーをあわせて16人ほど参
加しました。簡単だけど美味しい、アメ
リカ人にとってとても珍しい料理を作りま
した。坂本会長がとった出汁で野菜たっ
ぷりのお吸い物、薄焼き卵でおからを巻
いたおかず、そしてスモークサーモンと
ローストビーフのお寿司を作りました。「お
から」って何？ と質問をされ、私は「豆
腐の余り物」だと聞いていたので「Tofu 
leftovers」と説明しましたが、実は「大豆
の余り物」ということを英語の先生に説明
してもらい「Crushed soy beans」と言った
ほうが近いということがわかりました。私
も大変勉強になりました。そして、何度
も日本にきているルーシーさんには「お
寿司とおにぎりの違いは？」という鋭い質
問をされて、「酢飯を使うかどうか…」、と
悩みながら、日本文化を考えさせられる、
とてもいい国際交流の場になったと思い

ます。
　それから、金曜日の学校訪問の際、大
平中学校の校長先生に誘われて、「せっ
かくなので」とポート・エンジェルス市長
夫妻、他数名で大平中学校の体育祭を
少し見学させていただきました。アメリ
カの学校では日本のような体育祭という
ものがないので、とても日本らしくて、非
常に強い風の中でも、子どもたちを一生
懸命応援していました。
　その後、ポート・エンジェルス市長夫
妻は恐山を観光し、ホテルで少し休んで
から、夜のMIRA主催のFarewell Party
に行きました。高校生はホストファミリー
に浴衣、甚平を着せてもらい、とても喜
んでいました。ポート・エンジェルス市
の訪問団1人 1人からのコメントをいた
だき、20年間の長い付き合いのある人
からは思い出話や若い世代にこの姉妹
都市交流事業を引き継いでもらいたいと
いう強い希望がよく伝わるパーティーに
なりました。
　5月18日（月）のお別れのときには涙を
流す人が何人もいましたが、笑顔でお別
れし、七戸十和田駅から、無事に京都へ
出発しました。京都に行ってから、ポート・
エンジェルス市の訪問団は、むつ市での
プチ反省会を開いたそうですが、とにか

く「むつ市民の優しさとおもてなしに感動
した」、「市役所で100人以上に出迎えて
もらい、拍手で歓迎され、とても嬉しかっ
た」そうです。または「むつ市長は大変忙
しい人なのに、滞在中はわざわざ出迎
えからお別れまで毎日会ってくれたことに
感動した」そうです。「ポート・エンジェル
ス市でも、毎年10月の田名部高校の訪
問のとき、1月のジュニア大使のとき、2
年に1回のMIRAの訪問のとき、ちゃん
と出迎えて、おもてなししなきゃ！」と決意
をしたようです。「少し、忙しすぎて、疲
れました」という反省点もあったようです
が、大成功の姉妹都市盟約締結 20 周
年の記念になりました。今後も「子どもた
ちのために」大人が頑張って姉妹都市交
流、国際交流を続けていかなければな
らないですね。

国際交流推進員 
山道エイミー

ポート・エンジェルス市
姉妹都市盟約締結 20 周年

（  ３１  ）

町内会 特集議会図書館 information サークル健康職員募集国際交流陸奥覧
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　6月13日（土）に東北町で行われた「青森県小学生駅伝競走大
会」で男子が大会新記録で優勝、女子が準優勝と優秀な成績を
収めたむつ陸上クラブのみなさんが報告に訪れました。
　今回は、惜しくも女子チームの優勝はなりませんでしたが、
男女混合チームで競う10月の大会では、優勝して全国大会へ
出場することを誓いました。
　全員の感想を聞いた宮下市長は、「礼儀正しく、目標を高く
持つみなさんの言葉に勇気付けられました。全国大会出場へ
向けて頑張ってください」と声をかけていました。

　今年で 22回目を迎えた毎年恒例の「大畑海峡サーモン
祭り」が大畑漁港魚市場で行われました。
　前日からの荒天により、開催規模が縮小されるなど、
万全とは言えない状況ではありましたが、会場は開会前
から長蛇の列ができるほどの賑わいを見せていました。
　遠くは四国から駆けつけてくださった方もいたとのこと
で、約 4,000 人の来場者が、サーモンをタモで捕まえた
り、会場で売られている「下北のうまい」に舌鼓を打ったり
していました。

市内各地の話題をお届けします！

あっと

　市では、健康づくりに関心が高く、積極的に健康づくり
に取り組む事業所を「すこやかサポート事業所」として認
定する制度を始めました。
　すこやかサポート事業所に認定された事業所は、青森
銀行の優遇制度を利用することができます。この日は、
青森銀行の成田頭取と宮下市長が協定書を取り交わしま
した。
　市では、個人を対象とした「健康マイレージ事業」と事
業所などを対象とした「すこやかサポート事業所認定制
度」で健康づくりを強力にサポートしていきます。

　「鹿島アントラーズ」の協力による少年
サッカー教室が、しもきた克雪ドームで
開催されました。
　指導にあたってくれたのは、野辺地町
出身でサッカー日本代表メンバーでもあ
る柴崎岳選手をはじめ、本山雅史選手、
土居聖真選手の３名の現役のプロ選手と
小園江哲也コーチで、子どもたちは、少
しの空き時間にも選手達から離れないほ
どの熱中ぶりを見せてくれました。
　夢のような時間を過ごした子どもたち
が、ここで得た様々なことを生かして、
成長してくれることが楽しみですね。

　川内地区曽古部山国有林（川内川渓谷大滝公園付近）で、
むつ市と下北森林管理署が共同で植樹祭を行いました。
　今年は「山の日」が制定されたため、「山の日制定記念」
とし、川内小学校の 5学年児童 23名と一般参加者あ
わせて111名の参加となりました。子どもたちは植樹
の仕方を教わり、一生懸命植樹に取り組んでいました。
　植樹終了後、児童代表による「みどりの誓い」が行わ
れ、自然を大切にしていくことを誓い、その後の森林
教室では自然に対する知識を深めていました。

　2016 年３月、いよいよ北海道新幹線が開業となります。来年
7月からは、ＪＲグループを中心に全国規模の集中的なＰＲが予
定されています。それに合わせて旅行商品を企画してもらおうと、
全国の旅行関係者 400 名以上を集め、県内と道南地区の視察ツ
アーが行われました。
　下北地区に来られる旅行関係者に対して、どんな “おもてなし”
ができるかを「ご近所知恵だし会議with青森中央学院大学」で市
民、学生、ＪＲ大湊駅員など、いろいろな立場の人が集まってア
イディアを出しあいました。
　みなさんも特別なことをする必要はありませんので、それぞれ
ができる“おもてなし”に一緒に取り組んでいきましょう！

健康に取組む事業所を認定
青森銀行と「すこやかサポート協定」

年に一度の大漁祭
大畑海峡サーモン祭り

全国大会出場へ向け闘志
むつ陸上クラブ　男子優勝　女子準優勝

一緒に おもてなし　
青函デスティネーション  キャンペーン

自然を大切に みどりの誓い
山の日制定記念 植樹祭

憧れの選手と一緒に
鹿島アントラーズ少年サッカー教室

6 月 16 日（火）

7 月 1日（水）　 6 月 28 日（日）

6 月 21日（日）　

6 月 23 日（火）

6 月 20 日（土）

町内会 特集議会図書館 information サークル健康職員募集国際交流陸奥覧
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広
め
て
今
年
こ
そ
青
森
県
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
に

な
る
ぞ
い
！ 

み
な
さ
ん
応
援
よ
ろ
し
く
の
ぉ
～
！

　

こ
の
前
は
、
明
治
神
宮
球
場
で
３
万
２
０
０
０
人

の
お
客
さ
ん
を
前
に
東
京
音
頭
を
踊
っ
て
Ｐ
Ｒ
し
た

の
じ
ゃ
よ
！ 
た
く
さ
ん
の
人
が
、む
つ
市
を
知
っ
て
、

行
っ
て
み
た
い
と
思
っ
て
く
れ
た
ら
嬉
し
い
の
ぉ

～
！

　

ゆ
る
キ
ャ
ラ
Ⓡ
グ
ラ
ン
プ
リ
は
毎
日
投
票
が
で
き

る
か
ら
、
み
ん
な
の
毎
日
1
票
で
む
つ
市
を
盛
り
上

げ
る
の
じ
ゃ
～
♪

〈
投
票
期
間
〉８
月
17
日（
月
） ～
11
月
16
日（
月
）
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隔月連載

大人の部活

隔月連載

vol.3

　

先
日
、
つ
い
に
『
大
人
の
遠
足 

ジ
オ
パ
ー
ク
体
感
ツ

ア
ー
』を
開
催
し
ま
し
た
。

　

ツ
ア
ー
は
、
大
湊
地
区
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議

会
さ
ん
の
研
修
の
一
環
と
し
て
行
わ
れ
、
東
通
村
の

尻し
つ
か
り労
地
区
と
尻
屋
崎
を
訪
問
し
ま
し
た
。

　

ジ
オ
パ
ー
ク
に
は
当
然「
訪
れ
て
楽
し
い
」要
素
が
必

要
で
す
が
、
事
前
知
識
な
く
、
た
だ
訪
れ
た
だ
け
で
は
、

そ
こ
に
あ
る
貴
重
な
環
境
を
感
じ
る
こ
と
は
難
し
い
で

し
ょ
う
。
そ
こ
で
必
要
に
な
る
の
が「
ガ
イ
ド
員
」で
す
。

　

今
回
は
、
見
た
目
と
は
違
い
大
変
紳
士
的
な
東
通
村

観
光
協
会
の
氣
仙
修
会
長
に
ガ
イ
ド
員
と
し
て
、
東
通

村
尻
労
、
尻
屋
の
魅
力
を
案
内
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

尻
労
の
語
源
は
ア
イ
ヌ
語
で
、
山
を
意
味
す
る
「
シ

リ
」そ
し
て
手
前
を
意
味
す
る「
ツ
カ
ル
」か
ら「
シ
リ
ツ

カ
ル
」と
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
が
、
そ
れ
が
訛
っ
て
「
シ

ツ
カ
リ
」と
な
っ
た
の
で
す
。
尻
労
か
ら
周
り
を
見
る

と「
山（
桑
畑
山
）で
道
が
寸
断
さ
れ
て
い
る
」こ
と
が
感

じ
ら
れ
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
日
本
最
大
と
言
わ
れ
る「
猿
个
森
砂
丘
」の

一
部
、
尻
屋
崎
に
つ
い
て
な
ど
フ
リ
ッ
プ
を
使
っ
た
分

か
り
や
す
い
案
内
で
、参
加
者
も
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
夏
本
番
。
下
北
の
自
然
が
一
番
輝
く
時
期

が
や
っ
て
き
ま
す
。
青

森
や
下
田
も
い
い
で
す

が
、
た
ま
に
は
下
北
の

ジ
オ
巡
り
も
い
い
も
ん

で
す
よ
。
最
近
、
ジ

オ
ジ
オ（
じ
わ
じ
わ
）広

が
っ
て
き
て
ま
す
ね
！

 

ゆ
る
キ
ャ
ラ
Ⓡ
グ
ラ
ン
プ
リ
出
陣


